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就任挨拶

公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会
副会長太田原美郎

平成28年6月19日に鹿児島県診療放射線技師会副会長に就任い

たしました太田原です。前任の新村副会長の後を引き継ぎ、松本

会長を中心として鹿児島県診療放射線技師会のさらなる発展に寄

与していきたいと身の引き締まる思いでおります。

さて、近年の医療の現場におきましては、患者の医療への要求

は増す一方であります。急速に進むIT化のなかにおいて、医療

の「安心や安全」、「質Jの確保が厳しく問われており、さらに高度な「医療水準」という

ものも求められております。このようななか、平成22年4月には画像診断における読影の

補助、放射線検査等に関する説明・相談ができるようになり、平成27年4月からは造影剤

の血管内投与に関する業務、下部消化管検査に関する業務、画像誘導放射線治療に関す

る業務、核医学診断装置に関する業務、胸部検診時の医師の包括的指示による検査など

ができるようになりました。これらのことは、わたしたちの念願の一つであるとともに

社会の我々に対する期待、要望の表れでもあるわけです。

鹿児島県診療放射線技師会としましては、平成27年度から日本診療放射線技師会と連

携しながら業務拡大に伴う統一講習会を実施しており、本年度も 3回の統一講習会が開催

される予定となっております。このほか各種研究会の活動促進、専門部会の開催、地域学

術大会の充実など、診療放射線技師の資質、技術の向上につながる事業が大きな柱の一

っとなっております。

また、平成26年6月25日に労働安全衛生法の一部が改正されました。その趣旨は「心理

的な負担の程度を把握するための検査および結果に基づく面接指導の実施等」となってお

り、労働の「質」の視点も加わったということになります。前述したとおり、わたしたち

を取り巻く労働環境は過酷となってきております。今後は、「診療放射線技師を取り巻く

職場環境」というものも課題にあげていく必要があると考えております。

たとえどのような素晴らしい目標を掲げても会員の皆様の協力なくしては何一つ実現で

きません。会員の皆様と共に考え、歩みながら鹿児島県診療放射線技師会の発展を目指し

たいと思っております。松本会長を中心として次世代を担う放射線技師の皆さんに希望の

持てる組織となり 、今後も継承されるよ うな事業を行いたいと思っておりますので、皆

様のご理解、ご協力を宜し くお願いいたします。
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理事就任挨拶

今給黎総合病院 浮田啓一郎

鹿児島県放射線技師会の理事をさせて頂くことになりました、今給黎総合病院の浮田啓

浮田 啓一郎一郎です。技師歴22年目で技師としての折り返し地点を過ぎ、今後どうし

ていくか模索している中でお話しをいただきました。鹿児島県放射線技師会には私自身

新人の頃から勉強会や様々な活動に参加させてもらうことで技師として育ててもら った

という思いがあり、いつかは恩返しをしなくてはと考えていました。今後は理事として

技師会や会員の皆様の役にたてるような仕事をしていきたいと思っております。よろし

くお願いいたします。

鹿児島大学病院 小磯美奈

この度、鹿児島県診療放射線技師会理事を務めることになりました、鹿児島大学病院の

小磯です。

これまで鹿児島県放射線技師会の研究会や勉強会に出席させていただく中で得たことを

活かして、理事としての役割を果たせていければと思っております。また、他施設の方々

との意見交換なども含め、少しでもお役に立てるよう尽力していきたいと思います。

まだわからないことも多く、ご迷惑をおかけすることもあると思いますが、どうぞよろ

しくお願いいたします。

県立大島病院 中山龍一

このたび大島地域理事に就任した県立大島病院、中央放射線部の中山です。

奄美への赴任は2回目です。前回と比べ様変わりしたところも少しありますが、昔のま

まの自然もまだまだたくさん残っています。

現在、大島地域の診療放射線技師は45名です。離島故の不便な要素もあり、会員数が

伸び悩んでいる状況ですが、施設間の連絡、調整を密にし、風通しのよい繋がりを持てた

らと思っています。

平成28年度は統一講習会が全国各地で開催され、大島地域での開催も計画されていま

す。多くの技師の方々の参加をお願いします。

簡単ではありますが就任のあいさつとさせていただきます。よろしくお願いします。
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平成28年 9月吉日

公益社団法人

鹿児島県診療放射線技師会会員 各位

公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

会長 松本俊也

鹿児島県診療放射線技師会サポート登録のお願い

会員のみなさまにおかれまして、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。平素は公益社

団法人鹿児島県診療放射線技師会（以下技師会） へ格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

技師会からの運営について協力のお願いです。

かねてより、会の活動にあたり、なるべく広く・多くの技師会会員に参画していただきと思っ

ております。特に各施設の責任者におかれましては、自施設の診療放射線技師に積極的な参加を

促してしていただき、県民へ診療放射線技師の啓発活動を積極的にお願いしたいと思っておりま

す。

また、緊急連絡網につき まして、技師会では、以前より電話による連絡網の登録はありますが、

近年では早く情報収集及び提供を行い、すぐに判断を行なわないといけない案件が多くなってき

ています。特に、今回のような隣県で発生した熊本大地震のような状況下では、電話での情報収

集及び提供は、早急な対応がとれないことを証明しております。そこで、メールによる緊急連絡

網を構築したいと思っております。

つきましては、施設ごとに下記要項で、技師会員の責任者（代表者）のメールアドレス（携帯

アドレスでも可）を登録いただき、緊急時の連絡や技師会のイベントの協力依頼など、早急に連

絡を必要とする事案に対しまして、今回登録されたメールア ドレスを使用して連絡を取り合うこ

ととしたいと思います。

尚、今回登録頂いたメールアドレスにつきましては、技師会の用件のみに使用し、配信時にも

個人宛の配信を使用いたします。将来的には SNSの使用も視野に入れた運用も考えております。

以上、本趣旨をご理解いただき、どうぞご協力いただきますよう宜しくお願い申し上げます。

・登録施設は技師会サポート施設として会報等に施設名の一覧を掲載いたします。

・県内すべての施設を目標にします旦

ー登録方法一 （第 2回目期限：平成 28年 10月31日）

鹿児島県診療放射線技師会会長 松本俊也宛 (matumoto@m3.kufm.Kagoshima-u.ac.ip)

メールにて

① 施設名

② 氏名

③ 責任者の場合は役職

④メールアドレス（携帯アドレスでも可）

⑤ 所属地域名 （ 鹿児島・北薩・南薩・霧島姶良・大隅・大島

⑥ 件名は必ず 「杖i師会サポート登録」 でお願いします。
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技師会サポート登録施設 （平成28年 7月 25日時点）

鹿児島 鹿児島大学病院

鹿児島 社会医療法人緑泉会米盛病院

鹿児島 米盛草牟田クリニック

鹿児島 米盛中央駅クリニック

鹿児島 リハビリテーション病院米盛

鹿児島 南風病院

鹿児島 鹿児島赤十字病院

鹿児島 医療法人猪鹿倉会パールラン病院

鹿児島 鹿児島厚生連健康管理センター

鹿児島 医療法人うすきクリニック

鹿児島 鹿児島市立病院

鹿児島 相良病院

鹿児島 吉田温泉病院

鹿児島 清泉クリニック整形外科

鹿児島 医療法人一誠会三宅病院

鹿児島 国立病院機構鹿児島医療センター

大隅 びろうの樹脳神経外科

大隅 社会医療法人鹿児島愛心会 大隅鹿屋病院

大隅 県民健康プラザ鹿屋医療センター

大島 奄美中央病院

大島 鹿児島県立大島病院

南薩 敬生会久木田整形外科病院

南薩 阿多病院

南薩 社会医療法人聖医会 サザン・リージョン病院

北薩 （医）杏林会丸田病院

北薩 出水総合医療センター

北薩 大口温泉リハビリテーション病院

北薩 済生会川内病院

北薩 川内市医師会立市民病院

北薩 立翔会立志病院

霧島姶良 大井病院

霧島姶良 国分外科胃腸科
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公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

会員各位

平成28年 9月吉日

公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

会長松本俊也

永年勤続表彰候補者のお知らせ

日本診療放射線技師会より功労表彰および永年勤続表彰候補者の案内が来て

おります。候補者は①功労表彰 ②永年勤続表彰 50年 ③永年勤続表彰 30年

50年の会員が対象となっております。この表彰の推薦は自己申告となっており

ます__＿0_＿＿＿＿

功労表彰の要件はかなり厳しいですが、勤続表彰 30年は会費納入 15年以上

の会員で、特に賞罰で問題なければ推薦できます。また勤続表彰 50年は勤続表

彰30年を表彰された方が対象となります。

該当されると思われる会員の方は鹿児島県診療放射線技師会として推薦いた

しますので申し出て下さい。

履歴を記載して貰う必要がございますので早目に申し出て下さい。毎年、各

都道府県診療放射線技師会で4~5名の表彰者がおります。鹿児島県診療放射

線技師会でも同様な状況です。会員からの申請によって鹿児島県診療放射線技

師会が推薦する形になります。皆様方からの申請をお待ちしております。

なお、表彰は日本診療放射線技師学術大会の開会式で記念品と共に表彰状が

贈与されますが、特に学会場まで出かけて行かなくても後日郵送されて来るよ

うです。本部の締め切りがありますので鹿児島では平成 28年 11月 11日（金）

なります。早めのご連絡をよろしくお願い致します。
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永年勤続表彰（平成27年度の表彰者）

会員番号 会員名 施設名（勤務先） 30年勤続表彰 50年勤続表彰

09501 岡田淳徳 1990 2015 

09912 村山光生 1990 2015 

20785 穂満信行 鹿児島大学病院 2015 

22359 太田原美郎 鹿児島市立病院 2015 

22607 末永浩一 鹿児島大学病院 2015 

23189 瀬戸和人 鹿児島市立病院 2015 

24211 松本俊也 鹿児島大学病院 2015 

永年勤続表彰 30年の対象者の方は 1986年以降に診療放射線技師職に就かれ

た方です。

ご自身の技師職年数を確認され、もし 30年表彰のご希望があれば手続を致し

ますのでご連絡をください。ただし、 1度に推薦できる人数は限られますので早

く連絡をくださった方を優先とします。また、勤続表彰 30年受賞者の方で 50

年表彰の基準を満たされている方もご連絡をお待ちしております。

よろしくご検討下さい。

勤続30年表彰者用 「様式第 5号」「様式第6号」

勤続50年表彰者用 「様式第 7号」

に必要事項を記入して鹿児島県診療放射線技師会へ Faxか郵送でお送りくだ

さい。

すでに 2名 (50・30年）の方が次年度の申請をされています。

連絡先

〒890-8520 鹿児島市桜ケ丘8丁目 35-1

鹿児島大学病院 臨床技術部

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会事務局

会長 松本俊也

TEL 099-275-5664 （放射線部受付） FAX 099-275-5960 

Mail: matumoto@m3.kufm.kagoshima ・u.ac.jp 
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勤続30年表彰推せん書

一

T 平成 年度 免許の登録 本会の名誉を

会員番号 氏 名 生年月日 勤 務 先 名 称 勤務 先 所在 地 入会年月日 傷つける行為

迄の会費 年 月 日 の有無

I I I I 
MT. S 

I I I I 完納・未納
I t 1 ［ 

I I I I MT. S 
I I I I 完納・未納
I I I I 

I I I I MT.S 
I I I I 完納・未納
I I I I 

T,  I I MT.S 
I I I I 

完納・未納
I I I 

＇ 
I I I I MT. S 
I I I I 完納・未紡
I I I I 

I I I t MT.S 
完納・未納I I I [ 

t 

＇ 
i ， 

I I I t MT.S 
I I I t 完納・未納
I I I I 

I I I I MT. S 
完納・未納I I I I 

I I I I 

J 7 I I MT.S 
I I I I 完納・未紡
I I l I 

) J i I MT.S 
完納・未納I I I I 

I J I I 
--1 

以上 名表彰された＜履歴書を添えて推せんします。

平成年月日

放射線技師会会長 ⑱ 

某
洪
罹
5

叩」



勤続50年表彰推せん書

00 

25年または30平成 年度 本会の名誉を

会員番号 氏 名 生年月日 連絡 先住所等 入会年月日 年表彰を受け 傷つ1ナる行為

た年月日 迄の会費 の有無

I 

＇ 
I I 

MT. S 

I I I I 完納・未納
I 

＇ 
I I 

I I I I MT.S 
I I I I 完納・未納
I I I I 

I I I I MT.S 
I I I I 完納・未納
I I I I 

I I I I MT.S 
I I l I 

完納・未納I I I l 
t ' 

＇ 
I I I MT. S 

I I I I 完納・未納

＇ 
I I I 

I I r t MT. S 
I I I 1 完納・未納
I I 

＇ 
I 

I I I I M T.S 
I I I I 完納・未納
I I I I 

I I I I MT.S 
完納・未納I I 

＇ 
I 

I 

＇ ＇ 
I 

I I I I MT. S 
I 1 

＇ 
I 

完納・未納
I I I I 
I 1 I l 

I I I I MT. S 
完納・未納I I I I 

I I 

＇ 
I ――’ 

以上 名表彰されたく推せんします。

平成年月日

放射線技師会会長 ⑮ 

荼
洪
湖

7JID」



「様式第6号」

《30年表彰者用》
平成年月 日現在

（フリガナ） 男・女
“....... -....---------------....... --------------
氏名 ⑱ 

I 明治 本籍

大正 年 月 日生 都道

昭和 （ 府県

フリガナ 竃話

現住所-------～転企―-••----------------------------
局 番〒 方

（ 方呼出）

フリガナ 電話
如•.......---—---------------------------------------
連絡先 ＿ 

局 番
T 

（現住所以外に連絡を希望する場合のみ記入） （ 方呼出）

I i I年 lI月 I日， 学歴、職歴、賞罰など（項目別にまとめて書く）． 
I I I 

＇ i I I 

＇ )・ •”.......——1···········-r ·········r ―-・・・・・・・・・ -．．．ー・・，．ーー・-~ ”’’ ’’ ’ • • 9 9 9 9 9 9 9 9 9,．9 9『L・_--9 9 9 9 ― LL· —』疇督•--9,．9 9 L-』・』，．巳＂」・L・ u. 」と*•9會“’ ● 9. ↓.”`~」---···· •`―- •一．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ． ．．．テ●●●●●-・・・・・．-・・・・・・・・・・・・ - •••-•, ._,............... ...-~..-........ -

I I I I 

”̂・ ^  ↓ ・”..・ 』 … …I …・・・・・・・' ........・................. .... ..．...... - --,...... --····-······.. ..—•••.... - -- --•』•. ...-』 9+＋・・......... ........ ... 

I I ↓ 

＇ I I 

＇ ＇ 9ヽ

J I I I 
I I I 

＇ 
！ 1 i I 
I 1 I 

＇ l l ， I 
J i I 

＇ 
） I 

｀ 

I 

1 1 9 I 
9 9 L • 響".,_ _,......... ．．．．．．．．．．． ...』し.. ........『・ •• ・ •-.-←―,.. ・--- -•••••--• ---•• •- ．．--•一• ••• •一 ー囀．．．．．．

I ！ I I 

I l I ， 
， I ―---I― ・・ ...... --~ 
I 

＇ 
l I ． 

I I I I 

l I I I 
三---「--—,---•I ・ ^ ~`• ・ふ4・̀ ·~ •••........·· ... ・- ···•• •· ....-··· ---- ・・---

t I 

＇ 
I 

1 

I I I I 

I I i I 
一 L L '9 ・ ・ • ・ • ... ァ”’雫• A" .. .—•,．．．』＾-·'’ “▼`．̂ 9 9. 9. ̂,.... ^ '. ^ " 

{ I I I 

I I I I 

1 1 ‘ ‘ ‘ ~— 

i I I I 

| i I I 1 
●9 ・-9 9 ● 9,  •— ”'“----•疇• - · ·--尋--· •」・‘- ·· ..- ··········· · -・・・●．．．▲←-● 9 9 99皇

I I I I 

I I I I 

主要歴をご記入下さい。

海 ：月 I 1日 I1 免 許 資 格
I 

＇ 
I 』

t I I I診療エックス線技師免許 第 号
I 9 1ー ，．．，

I I I ：診療放射線技師免許 第 号
I I 

＇ t I I 
：旧教育会館出資金 有 無I I I 

． 
I t l --• 〒三一-•-~ • • • • • • --←． ． ．”-• ..幽 ·・↓・・:..』・• ・・9ー

I I t I 

- t  1 1 I 
I. I 

＇ 
1 

I I I I 

（放射線関連免許のみご記入下さい）
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案内

平成28年度秋季学術大会
（第33回南薩地域研修会）開催について

公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

会 長松本俊也

南薩地域理事 野中康博

拝啓

皆様におかれましてはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会では下記日程にて平成28年度秋季学術大会開催いた

します。秋季学術大会は各地区の持ち回りで開催、 今回は南薩地域が担当となっており第33回

南薩地域研修会も兼ねております。多数のご出席とご協力の程、宜し くお願いします。

記

開催日 ：平成28年 10月 16日 （日）

時間： 9時30分～ 13時

会 場：県立薩南病院 2F大会議室（南さつま市加世田高橋1968-4 電話0993-53-5300) 

内 容 ：以下のとお り予定しています（下記時間は予定）

【l】演題発表 9時35分～

※3~4題を予定しています。 演題募集の締め切りは10月1日必着となっております。

【2】基調講演 10時30分～

演題『基礎から学ぼう、放射線影響とリスクコミュニケーション～福島原発事故を踏まえて～』

講師 セントメディカル ・アソシエイ ツ

【3】招待講演 11時40分～

広藤喜 章先生

演題『平成27年川内原子力防災訓練時の避難退域時検査について』

講師川薩保健所技術主幹兼疾病対策係長前 田 哲 也先生

【4】ディスカッション 12時15分～

①川内原子力防災訓練から学ぶもの

②鹿児島県における リスク コミュニケーション

③これらを踏まえて、我々鹿児島県診療放射線技師の今後のあるべき姿

オブザーバー：被ばく患者受入施設（拠点病院＝川内済生会病院、鹿大病院を予定）

【参 加 費】会員・学生は無料、非会員は2,000円、診療放射線技師以外の職種は1,000円。

【問い合わせ】 公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

地域理事野中康博（菊野病 院）0993-56-1135

学術理事 松野下直美（徳久整形外科） 0993-53-4311
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案内

第25回 北薩地域研修会の開催について

鹿児島県診療放射線技師会 地域理事

岡野三男

拝啓

皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。

さて、標記の件につきまして下記のとおり 北薩地域研修会を開催いたします。

今回は北薩地域研修会と鹿児島X線撮影研究会の同時開催です。

尚、研修会終了後に情報交換会（懇親会）も開催いたします。

会員の皆様には多数のご出席とご協力の程、宜しくお願いいたします。

記

時

所
日

揚
、

、

1

2
 

3、 内容

平成 28年 11月 12日 （土） 1 4時30分より

いちき串木野市医師会立脳神経外科センター 2階会議室

（南九州自動道串木野インター近く）

別紙プログラムにて

◎送倍粟にて妍修全・情叛交換芸の俎欠をE・mai]またはFAXにて

必ず11ガ5Bまでに送侶願います。

送信先 E-mail 

FAX 

okano@maruta. dr-cl inic. jp 

0996-32-3541 

（医）杏林尖丸田病院 闘野三男まで
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北薩地域研修会・鹿児島 X線撮影研究会

同時開催プログラム

日時 ： 平成 28年 11月 12日（土） 14: 30 ~ 

会場

司会

いちき串木野市医師会立脳神経外科センター 2階会議室

いちき串木野市医師会立脳神経外科センター 灰床利隆

【1】 開会の挨拶 （公社）鹿児島県診療放射線技師会北薩地域理事 岡野三男

【2】 会長挨拶 （公社）鹿児島県診療放射線技師会会長 松本俊也

【3】 研究発表 座長： 出水総合医療センター 溝下育男

【4】

① 「急性期脳卒中に対する当院の取組み」

いちき串木野市医師会立脳神経外科センタ一 恵雄志

② 「OPE室に於ける外科用イメ ージのレポーティングシステムの構築」

出水郡医師会広域医療センター 小林晃也

③ 「大腸CT検査の評価と問題点の検討」

大海クリニック 森宥貴

④ 「MRI (SIGNA Explorer)の初期使用経験」

川内市医師会立市民病院 薗田大樹

休憩 15: 30 ~ 15 : 40 

鹿児島X線撮影研究会 座長 今村病院分院 馬場隆行

『肩関節の極意～外傷あっても怖くない！ 実践したくなる肩関節～ 』

① 肩関節疾患総論（座学）

② 肩関節脱臼の病態と撮影法（座学）

③肩外傷と手術（上腕近位部骨折を中心に）

今村病院分院 岩下昌平

今村病院分院

米盛病院

馬場隆行

屋部太輔

X線撮影室移動 16 : 30 ~ 16 : 40 

【5】 ポジショニングの実際（ハンズオン） 16 : 40 ~ 17 : 50 

X線撮影室にてハンズオン

肩関節正面、肩関節軸位、立位スカプラ Y, 臥位スカプラYなど

【6】 閉会の挨拶 （公社）鹿児島県診療放射線技師会北薩地域世話人 兒玉康照

1分扱丈柊公 いら§辛よ粁す栄町188-2 DAIYAME B駅り 18: 30~ 
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送信票
送信日 平成 年 月

日

〒896-0015 

いちき串木野市旭町83

送信先
（医）杏林芸丸EB病院放射線室 岡野三男迄

E-mail : okano@maruta. dr -clinic.jp 

FAX : 0996 -32 -3541 

発侶者 E-mail: 

施設名 FAX: 

送侶内容 祐薩地城劾妍修芸 ． 懇親尖の比欠について

氏 名
鹿児島娯診療放射線技助姿 尤薩地城窃修芸 懇親芸
云ム貝L=9 ． 券芸貴 出・欠 出・欠

芸晨．券芸員 出・欠 出・欠

芸員・葬芸眉 出・欠 出・欠

芸貴・葬芸員 出・欠 出・欠

芸貴・券芸員 出・欠 出・欠

芸員賛食員 出・欠 出・欠

試に中し訳ございませんが6名以上のえ抜はコピーにてお願いいたします。
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案内

業務拡大に伴う統一講習会開催（鹿児島）

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

藤坂・藤崎

さて、公益社団法人日本診療放射線技師会では、診療放射線技師法の一部改正に伴い、診療放

射線技師の業務が拡大され、厚生労働省の通知により、新し く業務範囲に含まれる業務を安全か

つ正確に実施するために、 全診療放射線技師を対象（非会員受講可）に業務拡大に伴う統一講習

会を開催します。

つきましては、鹿児島県では、平成28年度は、下記日程で開催することとなりましたのでお知ら

せ致します。この機会に是非、受講されますようお願い申し上げます。近日、日本診療放射線技

師会ホームページ (JART情報システム）で受講生の募集を行いますので、JART情報システム

より各自お申込み下さい。尚、この講習会は、全国各県、九州地域の各県でも開催していますの

で、 都合の良い会場でも受講できます。

記

会

開催目的：業務拡大に伴う必要な知識、技能、態度を習得する

日 時： ①平成28年7月23B （士） 24日（日） （終了）

②平成29年1月14日（士） 1 5日（日）

③平成29年1月21日（士） 22日（日）

場：①③鹿児島大学病院 ②大島地域（未定）

受講料 ：会員 15,000円 非会員50,000円

受講者数：各60名（定員になり次第締め切り）

内 容： DVDによる講義（視聴）及び実習指導者による実習・演習

主催：公益社団法人日本診療放射線技師会 共催：公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

問合せ：公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会事務局 099 (275) 5664 藤坂、藤崎まで
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eE四

第33回～かこしま市民すこやかプラン～

平成28年
瑚 i'鹿児島アリーナ
鹿児島市永吉1・30・1 

午前10時～午後3時30分※受付は午前9時30分から午後3時まで（特定健診受付は12時まで）

10月23日（日）
“樹円塁塁＇無料で測定・体験ができます。

言:;： l̀詈三
〈整理券が必要なコーナー〉

整理券は下記の時閻にメインアリーナ入口

（ロビー）で配布しま土（無料）

●血管年齢測定 9時45分・・12時45分

●骨密度測定 9時45分・12時45分

● マッサージ体験 9時45分・12時45分

陀がo詞；湛憤亨祝季渭“I↓-巳-
二`[/
/I 

医師・歯科医師・薬剤師・保健師・看設師・栄養土などに無料で相談できます。

歯と口の健康相談・ロ腔がん検診・歯みかき指海・歯科衛生

展` 薬草展・薬の相談・禁煙相談、栄養相談、稲尿病相談、＇巌

性腎臓病(CKD)相談、食生活改善紹介、看謡相談、臨床検

育相談・展示、放射線相談・展示、臨床工学展｀転倒骨折予防

自己診断・相談、女性のためのリハビリ・在宅リハピリ相談、

錬灸相談｀認知症介謳の相談、健康づくり関連事業紹介、i呆
健所事業紹介、移栖医療相談・登録

『がんは遺伝する？
乳がん、大腸がん・・・；

午後2時～3時
※手話通訳を行いま弓o

］乳がんについて知ろう；

,- --
鬱［鴫閲一嗣空誓豆
●対象者塁誓誓醤醤醤認玲者(40歳以上） 7 

全国健康保険協会（協会けんぽ）OO入者(40歳以上の被扶慎者）
●持参するもの
鹿児島市国民健頴保険加入者の万：保険証（特定健診受診番号に記厩がある方）
後期高齢者医療制度加入者の方：いきいき受診券
全国健康保険協会加入者：特定撻診受診券
※一部自己負担が発生する墳合があります。

池田敏郎先生中江産掲人科 ウェレット朋代先ヶかなLクリこック

30年以上前から日本人の死因第1位であるがん」について「がん
は遺伝するの？」と、女性なら気になる「乳がんについて」、それぞれ
専門の医師がわかりやすくお話しします。

、お問合せ／市民健慶まつり輿頭員会 I 
、、 事務局鹿児島市医師会内 ff099・226・3737 
鰤キ{g:,l毀 埓；邑ft!烹；1・・：）；iァキjわ迅釦(9Ci祖年／●罪児懇芭痣病会 ●理9I,gでi屯栢迭荏i会 ●無児島iF没芹距会
．匝；i兵防稔t汀t令 ●狸うi岳坪な§il9全 ●鹿兒島巽逹g斥！衷西孜胚森 ●展兜胚衷！唸硝放射紐袂胚会
●程兒も救涅す討9士・!:g兌 ●罪え終屯 ●南el；ぶ甜罷!.!
璽釦）fi匁出さ迂3位 •；；；；埒·,·}？ば裟勤苗及；名浜i札糾配さ ●鹿児捐芍兵'.・l：比改符推'，i(i迎!li.<速会
●理：，,念＼氏挫rェザ・BIt; •庶え枯兵巧t；窯練法；t送哀 ●展：9!.楳我,:;:臼造：；•宕 ●膀：’狂ら褪茂足羽樹昧注
.中・;!g・・9袋3f裕9咎社11; •名良環党 t手灸針会 ●斑杓毘氏B1灸＜乃＇~；ージg，ぇ •；!2 ）'·茫招匹炉病 9ら令
•匠·:3翌、：｀”? £会 ●沢；，·：ジ~．，ス年；•9•f壊狸尻整ぎ丘蔀 ●庇｝！登色9,;: ·’·i~· ーン王ン，'会
・ぶ悶；a釦認，ぷク＇，JA誌：；：I少名”;；ゞ ご刃；9；： ●危戻墳L甘角印・f移切パ．9ク1g会

.'と病fjい亨、 7芍私~ ・茂、:'·f?~ ；、•印天‘e;<•; .； g ，，；；我令清 ●考~丸竪弁；39可＃目全 •寄·'き登立ヱ士 ·1わと仝ぇ掛＇ふ9タ一
・円；：▲代`：3只：ぅti ●F！卒ユ・ ,，，-・;；ぼ竺i,・!'，ザぼオ ・森七；；t：;如; •討四＜究租翌岱→7!' ，；
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服装でご参加ください。
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学術奨励賞を受賞して

鹿児島X線撮影研究会
今村病院分院画像診断部馬場隆行

第 32回日本診療放射線技師学術大会で学術奨励賞の授与式が

ありました。受賞おめでとうございます。

硲32H

＂小診； 1itがいりJf梨札柑Iii
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去る 9月16日より 18日の間で岐阜市国際会議場にて開催された、第32回全国診療放射線

技師学術大会にて、学術奨励賞を受賞しました。

開会式の壇上で中澤会長より直接表彰していただき、大変光栄でした。この賞の選考基準には

技師会や研究会への貢献度も含まれているよ うです。現在、鹿児島 X線撮影研究会の代表世話人

をさせていただいていますが、 7月に米盛病院で地区世話人を松本会長にお願いして全国 X線撮

影読影研究会が、 310名の参加者で盛会にて終了しました。担当世話人の松野下さんを中心とし

て、鹿児島 X線撮影研究会の世話人が実行部隊として企画、運営、抄録作成、会計等すべて行い

ました。その団結力と実行力には目を見張るものがあり、一緒に運営できたことが大変誇らしく

感じました。その意味でも、この賞は世話人のみんなと受賞したと感じています。この受賞を励

みになお一層の技術の研鑽を積み県内の X線撮影の技術の向上に貢献したいと思います。紙面を

お借りして、これまでお世話になった方、技師会理事の皆様、鹿児島 X線撮影研究会の皆様、今

村病院分院のスタッフの皆様、 家族にお礼を申し上げます。ありがとうございました。今後とも

よろしくお願いします。
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C璽3
第3回鹿児島乳腺画像研究会報告

鹿児島乳腺画像研究会

今給黎総合病院篠原なつき

平成 28年 1月 22日（金） に第 3回鹿児島乳腺画像研究会を鹿児島市立病院多目的ホール

で開催いたしました。

参加者は 43名でした。

今回は、ディジタルマンモグラフィ（トモシンセシスを含む）の最新情報、そして 「やさ

しさが伝わる接遇」ーマンモグラフィ検査におけるーという 2つのテーマを設定しご講演頂

きました。

昨年 10月 30日、 31日とつくば国際会議場で開催されました第 25回日本乳癌検診学会学

術総会で、立ち見でも聴講できないくらい好評であった企業セミナー～ディ ジタルトモシン

セシスの製品紹介～を、そのまま本研究会で日立製作所、 GEヘルスケアジャパン、シーメ

ンス、富士フィルムメデイカルの 4社に講演して頂きました。

マンモグラフィはアナログ（フィルム）からディジタル (CR,FPD) に移行して昨今プラ

スaでトモシンセシスという技術が出てきています。 トモシンセシスは管球を振り多方阿か

ら収集した投影像を構成して乳腺や組織の重なりを少な くし診断能を上げる技術です。

各社、振り角、照射回数、撮影時間、画像再構成、そして受診者の方に優しい装置を考え

ており、 比較できとても勉強になりました。

鹿児島県にはまだ導入されていませんが、今後どのよ うな使われかたをしていくのか動向

が気になるところです。

次に、 「やさしさが伝わる接遇」という内容でJALの関連会社である株式会社 HALビジネ

ス春田尚子先生に例を含めながら楽しく講演していただきました。受診者への言葉のかけ方、

コミュニケーションの取り方など改めて勉強させていただきました。ナンパの極意の話もあ

り会場が笑いに包まれ和やかな雰囲気の講演となりました。

昨年は著名人が乳がんに罹り、国民の意識が高まり乳がん検診率がア ップした年でした。

12人に一人の女性が乳がんに罹る時代となり、検診率ア ップは個人的にもとてもうれしい

ニュースですが“継続して受診していただ<”とい うことが大事になってきます。

鹿児島乳腺画像研究会では、鹿児島県の放射線技師会でレベルア ップを図り、他職種との

連携を取りなが ら検診率アップに努めていきたいと考えておりますので、今後とも研究会へ

のご協力、ご参加よ ろしくお願いいたします。
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cm 
平成27年度霧島・姶良地域研修会終了報告

霧島 ・姶良地域世話人（編集担当）

1.日程

開催日

時間

会場

2．会内容

【Il 

平成 28年 1月 30日

: 15 : 00,...___, 17 : 30 

：霧島市立医師会医療センター

開会挨拶

（士）

大会議室

（公社）鹿児島県診療放射線技師会 会長 松本 俊也

!/＜翠
； 

―--i 

【II】 一般演題

1.『当院乳腺外来の現状成績
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座長医療法人七徳会大井病院 愛下

～自覚症状を有する受診者の検尉～』

霧島市立医師会医療センター 放射線室

,,. -. I. 
高崎

剛

隆太

[ III】 施設紹介

1．医療法人七徳会 大井病院 愛下 剛
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【W】． メーカー講演

『VSRADについて』 エーザイ株式会社 安藤悟先生

，̀一
ー―――――――――――-＿言

烈：

【V】．教育講演 座長国分生協病院

『コウノメゾットを取り入れた認知症の診断と治療』

坂之上生協クリニック 院長

L-」

鮫島保人

田上照観先生

囀鼻

3. 出席者 21名

《内訳》 JART会員 17名 非会員 4名

4総評

一般演題 1演題、施設紹介 1施設、教育講演として坂之上生協クリニ ック 院長であられ

る田上 照観先生をお迎えし『コウノメゾ ットを取り入れた認知症の診断と治療』と題しご

講演頂きました。

教育講演おいては、認知症と脳萎縮の関係や脳萎縮の画像診断など、日ごろ認知症診断に

接することの少ない我々放射線技師でもわかりやすく、日常診療でも役立てるのではないか

思われるご講演でした。
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C璽3
第9回 鹿児島超音波研究会報告

鹿児島超音波研究会

霧島市立医師会医療センター 塩屋晋吾

平成 28年 2月 12日（金）に第 9回鹿児島県放射線技師会超音波研究会を鹿児島厚生連病院

で開催した。参加者は41名(JART会員 26名・非会員 15名）で毎回参加されている方や今回

初めて参加される方まで様々であった。

内容としては，まず南風病院の久保さんから施設紹介が行われた。日常の検査内容や件数、

またそれぞれの症例の紹介があり 日頃見ることのできない他施設の超音波検査風景を知るこ

とができた。次に今村病院の上釜さんから『私の忘れられない症例』という内容で症例報告

があった。術者がどこまで診療側へ検査結果の報告で踏み込むべきかという論点であり、や

はり急性腹症に関しては術者がただ報告書を記載するだけでなく積極的に診療側へ情報を伝

えることがより重要であると再認識できた。 次にヲサメ内科クリニックの下圏さんから占

拠性病変の捉え方に纏わるレクチャーが行われた。占拠性病変の超音波用語に関しての説明

やどのような表現で記載していくのかといった内容であった。

その後に症例画像の所見の捉え方に関するディスカッションが行われた。甲状腺症例のキ

ーポイントが描出されている画像が提示され回答者 3名とディスカ ッションする方式であっ

た。超音波画像と病理との比較がメインであったがやはり所見の捉え方は三者三様でありデ

ィスカッションは盛況となった。

今年度後半からの研究会はディスカッションを中心とした内容で企画した。このことで参

加者だけでなくスタッフも 日頃の疑問を確認しやすい環境となりまた知識の整理にも繋げる

ことができた。来年度も参加者のニーズに応えられるような内容を企画していきたい。
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C璽亘
平成27年度鹿児島県医療画像情報精度管理士部会報告

部会長

島児末冶

1月 16日鹿児島市立病院多目的ホールで鹿児島県医療情報システム研究会と鹿児島県医療

画像情報精度管理士部会との合同でモニタ管理に関する研修会を企画し 51名（会員 39名・非

会員 3名・メ ーカー9名）の参加があった。

私は、鹿児島県医療画像情報精度管理士部会の活動報告後、鹿児島県内におけるモニタ品

質管理に関するアンケート結果と日本診療放射線技師会が行った全国データとの比較に関す

る報告を行った。アンケート結果でのモニタ管理実施率は、全国データ 45％と比較し低い事

が分かった。また、実施しない理由として①機器・ツールがない②時間・人が不足③知識不

足等が全国データ同様、高い傾向であった。

次に 「モニタ管理について」の基調講演 1として「モニタ品質管理に関する規格動向」題

して EIZO株式会社医療機器課の橋本憲幸氏が最新のモニタ診断のガイドラインの特徴とし

て CRTモニタの削除やノ ートパソ コン及びタブレット端末での参照画像の使用法について分

かり易 く説明を頂いた。基調講演 2の「EIZO最新モニタ品質管理ツール紹介」と題して EIZO

株式会社福岡営業所の石原誠人氏による JESRA及びX-0093モニタ品質管理ガイドラインに基

づいた品質管理法に対する説明では、モニタ品質管理を見直す機会となった。垂水中央病院・

南風病院・鹿児島市立病院による施設報告では、モニタ輝度測定は 10分程度で終了するが施

設によっては、時間外に実施する為、測定期間が延長される傾向が分かる等、活発な質疑応

答が交わされ大変有意義であった。

「Radicsを使用したモニタ管理の実践」のハンズオンセミナーは、モニタ特性や管理ツール

を使用した測定を各参加者が体験した。また、モニタ品質管理に関するアンケートを踏まえ

Radicsモニタ管理ツールを使用 しない目視試験等も併せて実施した。この体験において放射

線技師の専門職としての役割遂行に対する感性を商めることに繋がればと期待したい。

さらに鹿児島市立病院の最新放射線機器のシステム見学は大変興味深く最新機器の知見を

得る機会となった。

尚、開催日が他のイベン トと重複した為、研修会の分散を今後の検討課題と捉えています。

最後に今後も本会を魅力ある部会にする為の研修会を行っていきたいと考えておりますの

で、鹿児島県医療画像情報精度管理士部会の発展に向け皆様のご尽力をお願いします。

【 参加者 】

浅井愛邦 市園 淳二 伊藤大助 井ノ上祐二

上床達哉 大園健一 太田原 美郎 大山貴章

奥西達也 川畑幹成 木村圭佑 木場淳

西郷康正 笹原謙輔 佐藤洋一 柴尾美枝

島児末治 園田実郎 平啓一朗 竹元信秀

寺園詩穂 永田隆二 橋口満 花房豊宜

林六計 福元克洋 藤崎拓郎 前床寿隆

蓑田辰則 室屋純一 本村登 本村克朗

米重亮嗚 米田寛彬 若松重良 若松恭平

平原由美 吉長拓 松野下直美
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太田原代表世話人 島児部会長 会場風景

橋本氏 石原氏 質疑応答

市園技師 上床技師 奥西技師

ハンズオンセミナー 施設見学
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cm 
第38回大隅地域研修会報告

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

副会長（兼地域理事）島児末冶

日時 平成28年2月20日（土）

時間 14時30分 ～ 18時20分

会場 県民健康プラザ鹿屋医療センター

【大隅地域活動報告】 14:30~14:35 大隅地域理事

【県技師会活動報告】 14:35~14:45 鹿児島県診療放射線技師会会長

【会員報告】 14:50~15:20 

①第37回大隅地域研修会アンケート結果報告 鹿屋医療センター

②施設紹介(3TMRI紹介を中心に） 池田病院

③大隅地域におけるモニタ管理アンケー ト結果報告 垂水中央病院

【話題提供】 15:20~16:00 

島児末治

松本俊也

白坂記男

田之上武土

島児末治

① 「インテリ ジェントグリッドの紹介」 コニカミノルタヘルスケア株式会社

宮崎芳成氏

② 「次世代CT・ 技術の紹介（フォトカウンティングCTについて） 」

株式会社日立メディ コ 国内MR・ CT営業部九州MR・CT営業課 高橋大輔氏

③ 「薬機法への対応について」株式会社日立メディ コ 鹿児島営業所 石橋宏樹氏

【テーマ討論】 16:10~17:10 座長：市園 淳二（垂水中央病院）永山 崇臣（大隅鹿屋病院）

~ CT被ばく線量について ～ 

①基調講演 「施設認定とCTにおける線量管理」

鹿児島医療センター 増井飛沙人氏

② 各施設のCTDI・DLP一覧報告 ：大隅地域学術世話人（ 市園 淳ニ・永山 崇臣）

協力施設（おぐら病院 ・垂水中央病院・池田病院・鹿屋医療センター・ 大隈鹿屋病院

•昭南病院）

※ 質疑応答

【フレッシャーズセミナー】 17: 20 ~ 18 : 20座長 ：熊谷 繁夫（昭南病院）

～急性腹症について～ 塩川医院 山下 達也氏
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第38回 大隅地域研修会報告内容

2月20日、鹿屋医療センターで大隅地域研修会を開催し参加者38名（会員29名・非会員2名・メ

ーカー7名）の参加を得た。

会員報告は、 3演題あり会場からの質問も多く他施設の現状を知る良い機会となった。

話題提供としてイ ンテリジェントグリッドや次世代CT・ 技術の紹介（フォトカウンティング

CT)及び薬機法への対応では、会場からの質問が多くタイムリーな内容への関心の高さが伺え

た。

テーマ討論は、診断参考レベル2015（医療被ばく研究ネットワーク）と比較し64列マルチCT装

置のX線出力が高い事から被ばく線量が高い傾向となった。

フレシャーズセミナーでは、急性腹症の注意点や問診 ・理学所見より検査を進めていく重要性

ついて症例を供覧しながらの講演で急性腹症を見直す良い機会となった。

今後も会員のスキルア ップ向上を目指した研修会を企画したいと考える。

【会員報告】

①白坂記男学術世話人による地域研修会アンケート結果報告

②池田病院の田之上武士技師が3TMRIの紹介

③垂水中央病院の島児末治技師がモニタ管理アンケート結果（県内との比較）報告

【話題提供】

① 「イ ンテリジェン トグリッ ド」

コニカミノルタヘルスケア株式会社の宮崎芳成氏によるグリ ッドを使用せず画像処理によ

り散乱線ノイズ低減に伴う画質向上の報告

②「次世代CT・技術の紹介（フォ トカウンティングCT)」

株式会社日立メディコの高橋大輔氏が従来型CTとの比較及び今後の動向

③「薬機法への対応について」

株式会社日立メディ コの石橋氏が2012年撮影 ・透視用X線装置に関するJIS規格改正に伴い

線量表示機能等の義務化説明

【テーマ討論）

「CTひばく線量について」

「施設認定の役割及びCTDI・DLPの考え方」の基調講演として鹿児島医療セ ンターの

増井飛沙人技師及び施設毎のCT被ばく線量CTDI報告に対する討論

【フレシャーズセミナー】

急性腹症について塩川医院の山下達也技師の講演
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平成28年度大隅地域理事・世話人

地域代表 島児末治 垂水市立医療センター垂水中央病院

総務 深水武 社会医療法人鹿児島愛心会大隅鹿屋病院

学術 牧迫佑紀 県民健康プラザ鹿屋医療センター

学術 永山崇臣 社会医療法人鹿児島愛心会大隅鹿屋病院

学術 熊谷 繁夫 愛誠会昭南病院

学術 市園淳二 垂水市立医療センター垂水中央病院

広報編集 石原 剛 医療法人青仁会池田病院

福利厚生 山本秀明 恒心会おぐら病院

組織表彰 榮村仁史 県民健康プラザ鹿屋医療センター

【参加会員】

熊谷繁夫 山本秀明 増井飛沙人

深水武 田之上武士 島児末治

白坂記男 餅原信広 清水香織

上堀内善信 白木龍之進 市園淳二

坂本幸望 濱崎誠 牧迫佑紀

中村裕 松尾隆志 新村栄次

藤崎拓郎 山下 達也 永山 崇臣

石原 剛 榮村仁史 平山宗郎

浮田 啓一郎 小屋俊彰

会場風景 会場風景

島児副会長（兼地域理事） 新村副会長
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白坂技師 田之上技師 話題提供（上堀内座長）

宮崎氏 裔橋氏 石橋氏

テーマ討論（永山 ・市園座長） 増井技師 フレッシャセミナー（熊谷座長）

山下技師 質疑応答 質疑応答
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38回大隅地区研修会に関するアンケート調査結果

開催日 2016年2月20日 アンケート結果報告者 白坂記男 学術担当世話人

放射線技師出席者数 31名 アンケート回収 24名 アンケート回収率 77 4% 

年齢 20代 30代 40代 50代 60代 未記入 計

人数 3 7 7 7 

゜ ゜
24 

勤務地区 大隅支部 鹿児島市支部 伊佐・霧島支部 北薩支部 南薩支部 その他 計

人数 19 4 

゜ ゜ ゜
1 24 

勤務年数 5年未満 5~9年 10~19年 20~29年 30年以上 未記入 計

人数 4 2 6 7 5 

゜
24 

1今回の研修会満足された企画

大変満足 やや満足 ふつう やや不満 不満 評価できない 未記入 計

①会員報告 12 ， 3 

゜ ゜ ゜ ゜
24 

②話題提供 10 10 4 

゜ ゜ ゜ ゜
24 

④テーマ討論 16 7 1 

゜ ゜ ゜ ゜
24 

⑤フレッシャーズセミナー 18 6 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
24 

2 研修会で希望するテーマ

検査

検査方法 画像処理 読影関係 機器管理 放射線管理

CT 10 10 8 1 

゜MRI 11 6 ， 
゜ ゜透視検査 2 1 4 1 1 

治療 3 2 

゜
3 3 

RI 3 1 1 1 1 

血管造影 2 1 1 1 1 

一般撮影 7 5 5 1 1 

超音波 4 2 5 2 

゜管理

医用画像 感染管理 医療安全 物品管理

5 2 7 

゜コメント •各施設の冠動脈CTの検査方法について

・CTCの適切な撮影方法

・各臓器毎の正常解剖、病変の読影について

・KYT 

3地方開催してほしい研究会を教えてください。（重複回答可）

研究会名 CT MRI X線撮影 消化管 超音波 乳腺 治療

人数 13 10 5 1 4 4 2 
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cm 
第 1回つながる想いinかごしま報告

公益社団法人鹿児島県放射線技師会

吉村洋一

つながる想いinかごしま ～がんとともに生きる～
2016年 5月14日（土）

鹿児島市立病院・多目的ホール、上荒田の杜公園

“治療と向き合っている患者さんのために、それを支える家族のために、旅立った患者さんを

偲び、皆でつながりませんか？ 「鹿児島県がん対策基金」への寄付へもつなげます”

記念すべき第 1回イベントヘ鹿児島県放射線技師会も参加しました。医療の現場で働く私たち

にとって‘‘がん’'で苦しむ患者様を見ることは避けられません。多忙な中、検査、治療で患者様

に接していますが、業務を進めることに気が向けられがちになることがあります。確かに“いい

仕事”をすることが患者様へ貢献することに繋がります。しかし、ひとりひとりにバックグラウ

ンドがあり不安な毎日を過ごし、必死の覚悟で検査、治療に臨んでいるということを片隅に置い

ておくことも大切ではないでしょうか。イベント参加で“がん”に苦しむ方々の想いへ少しでも

共感する意味を感じました。

講演会、オーク ション大会、ゲーム、コ ンサートその他多く の催しが開催されました。鹿児島

県放射線技師会は骨塩定量測定やパネル展示、ウォーキングイベント等で参加しました。中で

も、公園を囲むように並べられた患者様本人、支える人々、旅立った人への想い、それぞれの

メッセージ缶には記す人の想いが込められとても心に響くものがありました。

ぷ 9・ •r· 

•ヽ·.·.• · ....

^,9 -
{’ 

ち~一

,✓' 

t 
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平成28年度 第13回フレッシャーズセミナー
（開催報告）

恒例により、平成28年度の第13回フレッシャーズセミナーが下記の日程・内容にて開催され

ました。今回も、公益社団法人日本診療放射線技師会と公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

の共同開催という形をとり、 プログラムは、昨年と同様に、指定講座として、エチケット・マナ

ー講座、医療安全講座、感染対策講座、気管支解剖講座、独自企画講座としてX線撮影検査講座

の内容で開催されました。参加人数は、非会員27名（申請中含）、会員14名の計41名の参加数と

なり、昨年よりも増えて、 今年も多くの新人の方に参加してもらえました。

今回も、セミナー終了後、軽食を準備し、時間が許す新人さんに残ってもらい簡単な自己紹介

など、新人同士の情報交換の場を設けました。自己紹介をそれぞれしてもらい、顔見知りになれ

たのではと思います。今後、研修会等で顔を見かけたら積極的に話しかけても らい、同じ職業の

診療放射線技師として、同期の新人として、情報交換など親交の発展に繋げられたら有難いです。

来年度も開催予定ですので、技師長さんや諸先輩方の新人参加へのご配慮、及び会員のみなさ

まの参加をよろしくお願い致します。

【日程及びプログラム】

日時：平成28年5月22日（日） 9時～15時30分

場 所：鹿児島大学医学部臨床講義実習棟 2F 「第4講義室」

参加費：無料（非会員の方、学生さんも参加大歓迎です）

内容：

① 9時～9時30分 エチケット・ マナー講座

総務担当理事 藤坂智史（鹿児島大学病院）

② 9時30分～10時20分医療安全講座

元JART医療安全対策委員会委員長 太田原 美郎（鹿児島市立病院）

< 休憩 >

③ 10時30分～11時20分基礎講座「X線撮影」

X線撮影研究会代表世話人 馬場隆行（今村病院分院）

④ 11時20分～13時気管支解剖講座

学術担当理事 藤崎拓郎（鹿児島大学病院）

< 休憩 >

⑤ 14時～14時50分感染対策講座

副会長 新村栄次（今給黎総合病院）

⑥ 14時50分～15時20分 診療放射線技師会活動等の紹介と入会案内

会 長 松本俊也（鹿児島大学病院）

⑦ 15時20分～15時40分

茶話会
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【会場風景】

【参加者氏名】

宝満美咲，中村亮也井上 美里 下堂薗絢香， 尾崎隼，福永芽衣，浜田拓也，

燃脇孝平，舟羽 慶彰，田辺亮， 竹迫妃呂和，門松 真央，幸地佳祐，高橋 亨，

築淵和真，篠原卓也，松崎 友香， 日浅有紗，鹿島真之，小川 聖矢，桑原大輔，

野口彰，大隣也美，雪丸あゆみ， 山崎 亮平，山口省吾，愧島峰尚，西園剛，

園田光一，東條昌村，馬場隆行，蓑田辰則，丸尾美由紀，井ノ上祐也，

太田原美郎，藤坂智史，松野下明美，新村栄次，松本俊也，藤崎拓郎，

坂下周一郎（順不同、敬称略）
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cm 
平成28年度（公社）鹿児島県診療放射線技師会

春季学術大会 開催報告

平成28年度（公社）鹿児島県診療放射線技師会の春季学術大会が、平成28年6月19日（日）に

鹿児島大学医学部保健学科 共通講義棟6Fインテリジェ ント講義室にて開催された。

今回は、 会員発表、特別講演、シンポジウムを行った。会員発表は、 時間の関係で、 1セッシ

ョン 4演題となったが、それぞれの施設での研究結果や試みが発表された。特別講演は、平成

2 8年1月から利用が始まっているマイナンバー制度について、 「マイナンバー制度施行 ～医

療分野（広義）における利活用～」と題して、 日本事務器株式会社 エバンジェリ ス ト 新谷

敏郎先生に、医療分野に特化して講演して頂いた。

シンポジウムは、 「MRI検査はここまで進化した（最新撮像技術情報） ～ 装置メーカー・

撮像技師から、やさしく紹介 ～」と題して、今回は、外資系 3社のMRI装置メーカーから、

実際に撮像技師に説明指導をしているアプリケーション部門の方にお願いして、今後の展望まで

含めて紹介してもらった。又、実際に最新撮像技術に接している撮像技師の視点より、鹿児島を

代表する 3名に、現在行っている研究テーマの紹介を含めて発表してもらった。発表時間も含め

討論時間は、短く 十分とはいかない面があったと思われるが、今後、 MRI装置更新に向けて参

考になったなどの声や、参加者数も例年になく多く 100名を超えたことから、 MRI検査に関し

て会員の興味深さを再認識した。今後、CT装置など他のモダリティの商品説明とは一歩進ん

だ、 同様なシンポジウムの開催を考えています。

今年度、鹿児島県診療放射線技師会では、秋季学術大会を南薩地域で、来年度は、第12回九州

放射線医療技術学術大会を鹿児島で開催予定ですので、多数の発表と参加をお願い致します。

「学術大会プログラム」

【会員発表】 13時20~14時10分

座長公益社団法人鹿児島共済会 南風病院 三反田正紀

1.マンモグラフィにおけるPRIMEモードの基礎的検討

鹿児島大学医学部歯学部附属病院 白尾朱梨

2. Dual-Energy CTを使用した慢性血栓塞栓性肺高血圧症患者の肺区域枝別部分潅流評価

国立病院機構鹿児島医療セ ンター 羽田 里美

3.造影CT検査における血管造影用カテーテルの使用経験

鹿児島市立病院 木原悠太

4. 当院の医用画像表示用モニタの計画的な品質管理に向けての試み

鹿児島大学医学部歯学部附属病院 山下貴大

【特別講演】 14時20分～15時20分

座長鹿児島県診療放射線技師会会長 松本俊也

「マイナンバー制度施行 ～医療分野（広義）における利活用～」

日本事務器株式会社エバンジェリス ト 新谷 敏郎先生
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【シンポジウム】 15時30分～17時40分

座長鹿児島大学医学部歯学部附属病院 藤崎拓郎

「MRI検査はここまで進化した（最新撮像技術情報）

～ 装置メーカー・撮像技師から、やさしく紹介～」

< 装置メーカーアプリケーションより > 
1. GEヘルスケア・ ジャパン

2. シーメ ンスヘルスケア

3.フィリ ップスエレクトロニクスジャパン

く 撮像診療放射線技師より > 
4.鹿児島大学医学部・歯学部附属病院

5.鹿児島大学医学部・歯学部附属病院

6.公益財団法人昭和会 今給黎総合病院

「参加者」

前原広治先生

今井広先生

武村濃先生

岩永崇

佐々木雅史

浮田啓一郎

湯越有紀，白尾朱梨，松本俊也，山下貴大，佐藤洋一， 藤崎誠，新村栄次，

坂下周一郎，藤坂智史，西憲文，松野下直美，木屋尾祐太朗，浮田啓一郎，

永山照明，川西義浩，川原 美咲，島児末治，平賀真雄，吉村洋一，山口信夫，

渡邊義治，中島祐二，岡野 三男，大園健一， 野中康博，池田睦，佐々木雅史，

瀬戸和人，若松恭平，中山龍一，浅井愛邦，市園淳二， 床波隆幸，西元辰也，

冨松正明，藤崎拓郎，持留浩輔，橋D 満，伊藤大助，永田隆二，東幸浩，

井ノ上祐二，四本斉，山下友也，西郷康正， 三反田正紀，日高稔，高田橋司，

熊野純泰，淵脇崇史，田畑 一文，室屋純一，木村圭佑，小磯美奈，穂満信行，

松山芳郎，木原悠太，丹羽慶彰，羽田里美，野田一也，前島正，前床寿隆，

佐々木崇，西岡大倫，小濱剛，日高浩文，上）11 智弘，上川翔美，若松重良，

平原大助，篠原卓也，池田真一， 川野聖也，奥好史，小屋俊彰，泊誠一，

瀬戸口勲，市川和幸，岩永崇，奥西達也，恒吉雅也，藤野直人，中原武志，

本村克朗，米重亮馬，堀川陽介，上野翔，岩元亮太，大塚洋和，市原正道，

池田政美，武村濃，今井広，立石健太，打木ともかず，前原広治，青野亮，

貞方弘行，渡辺和幸，勝目忠芳（敬称略順不同）
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第10回鹿児島超音波研究会報告

鹿児島超音波研究会 霧島市立医師会医療センター

塩屋晋吾

平成28年6月24日（金）に第10回鹿児島県放射線技師会超音波研究会を鹿児島厚生連病院で開催

した。参加者は31名(JART会員21名・非会員10名）であった。

内容としてはまず霧島市立医師会医療セ ンターの平賀さんの方から、平成28年 2月19日～27

日の 1週間でバングラディシュに画像診断技術普及支援事業として活動されその際の報告が行わ

れた。環境も言葉も違い何より物資が整っていない異国での奮闘記を紹介していただいた。いか

に我々は恵まれた設備で医療に携われていることを再認識でき、また何よりも平賀さんのフット

ワークの軽さに驚かされた。

今回のメインテーマはこれまで同様、画像所見に纏わるディスカッションを主に置いたが今回

はできるだけ参加者もディスカッションに入りやすいよう事前に参加者にも回答してもらいス

タッフで導き出した答えと照合する形式で企画した。テーマは『肝占拠性病変の形状・境界・輪

郭』について20症例を対象とした。会に向けスタッフ間でそれぞれ読影を行いスタ ッフ としての

回答を統一しようとしたがかなりバラつきがあり捉え方の難しさを実感していたが、参加者の回

答でも症例によりやはり捉え方の違いが目立つ結果でありディスカッションも白熱した。

今回のテーマを通じ、画像所見を一つ一つ捉える事の重要さや難しさを再認識できた。

また疾患が前もって分かっていればその疾患の特徴的所見をアピールできる画像をいかに検者

が作り出していくことも重要であると学び参加者にも伝わったのではないかと考える。

今後も参加者のニーズに応えられるよう、また少しでも会場全体でディスカッションできるよ

うな研究会を企画していけるよう努めたい。
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cm 
平成28年度 リーダー研修会報告

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

会長松本俊也

平成28年度のリーダー及びリーダー育成研修会は、診療放射線技師として病院の中で放射線関

係のスペシャリストとしてなにかできることはないか。忙しくてメーカー任せになっていないか

の疑問に対して今回「メーカー任せではない装置更新時の法的な手続き」と題して研修会を企画

いたしました。

既にこのような業務を行っている施設はあるかもしれませんが知っていて悪いことはないと思

います。

記

日時 ：平成28年7月2日（土） 15:30~16:30

場 所：ホテルタイセイアネックス タイセイ 2号館 2-Aホール

住所 ：鹿児島市中央町4-32 TEL 099-275-1273 

【教育講演】

「メーカー任せではない装置更新時の法的な手続き」
医療法人南和会 白坂病院

X線室池田睦先生

司会公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会会長 松本俊也

研修会に参加して

講演では、 白坂病院での装置の使用室変更等についての手続きの進め方の講演内容であった。

通常であればメーカーに依頼をして変更の手続きを依頼すれば済むことなのであるが、今回は、

池田氏の経験を生かしての実際を講演していただきました。他の施設で手続きや労働基準局との

対応をされている方から参考になる意見も会場から聞くことができる研修会であった。また、今

回は急病センター対応者の研修会も兼ねておりましたので医療現場に生かされる内容であったと

感じました。医療の中で診療放射線技師という職種をもっと認めてもらえるような行動を取る必

要が今後は課題になっている。また、医療に外を見回しても我々の存在感がまだまだないんだと

痛感する参議院選挙がつぎの日に控えている貴重な土曜日でもあった。
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リーダー研修会参加者名簿 2016年8月3日
会員番号 会員名 施設名（勤務先）

48416 濱田智太郎 今給黎総合病院

53881 浅井愛邦 今村病院分院

55181 牧野竜大 今村病院分院

56880 渡邊義治 清泉クリニック整形外科鹿児島

49901 西憲文 鹿児島厚生連病院
46254 小磯美奈 鹿児島大学病院

43524 淵脇崇史 鹿児島共済会南風病院

24211 松本俊也 鹿児島大学病院

43525 吉野健 鹿児島共済会南風病院

54327 二間瀬竜太 今村病院分院

56205 岩下昌平 今村病院分院

40153 四本斉 今給黎総合病院

26840 永山照明 今給黎総合病院

40155 田川伸夫 今給黎総合病院

32929 井ノ上祐二 鹿児島共済会南風病院

37207 藤坂智史 鹿児島大学病院

26098 藤崎拓郎 鹿児島大学病院

42352 恵智徳 今村病院分院

41248 藤崎誠 鹿児島共済会南風病院

27458 西元辰也 鹿児島市立病院
32320 隈浩司 鹿児島市立病院
44661 伊藤大助 社会医療法人緑泉会米盛病院
27001 橋口満 鹿児島市医師会病院
35101 野中康博 医療法人菊野会菊野病院

32936 平田勝 鹿児島市医師会病院
18216 竹元信秀 吉田温泉病院

32321 岩元博史 鹿児島市立病院

38389 吉村洋一 鹿児島市医師会病院

40516 坂下周一郎 鹿児島大学病院

25571 飯伏順一 今給黎総合病院

29708 島児末治 垂水市立医療センター垂水中央病院
20786 新村栄次 今給黎総合病院

44519 脇田慎一 今村病院
54234 松下啓 今村病院分院

31357 中島祐二 鹿児島大学病院
20787 室屋純一 今給黎総合病院

18706 池田睦 白坂病院

48279 佐藤洋一 鹿児島市立病院

29176 中山龍一 鹿児島県立北薩病院
31355 園田隆 垂水市立医療センター垂水中央病院
35107 石本裕二 福岡国際総合健診センター
27454 岡野三男 丸田病院

35108 松山芳郎 鹿児島共済会南風病院

32319 吉見公作 鹿児島赤十字病院

35720 日高浩文 三宅病院

26838 西郷康正 鹿児島大学病院
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平成28年度リーダー研修会講演要旨

装置更新時の法的な手続き（メーカー任せにしない）

1. X線装置の変更申請について

平成 28年 7月 9日

医療法人南和会 白坂病院 X線室 池田 睦

X線装置の新規導入や更新の場合、都道府県知事宛てに届け出ている病院開設許可事項が変更にな

ります。この場合、再度、都道府県知事宛てに病院開設許可事項の一部変更届を提出する必要があり

ます。

この一部変更届出は、医療法施行規則第 24条の2に記載された 1号から 5号の項目のみならず、 X

線装置の用途や保管場所（移動型X線装置の場合）の変更においても届出る必要があります。

今回、 白坂病院において、 X線装置の新設や更新ではなく、既存の移動型透視撮影装置（外科用 C

アーム）の使用場所の変更と、もう 1台の移動型撮影装置（既存ポータプル撮影装置）の保管場所の

変更並びに管理者（院長）の住所変更が生じ、各種の変更申請書の作成と遮蔽計算を行う機会があり

ましたのでその手順をご紹介します。これらの届出事項は先に述べました医療法施行規則第 24条の 2

に定められた項目の一部が変更になりますので、病院開設許可事項の一部変更申請が必要になります。

X線装置の届出については、設置後 10日以内に届出なければなりませんが変更の申請も同様です。

既存の装置の変更届出と新規•更新のX線装置の場合とは若干異なりますが、その変更に伴う届出

様式や遮蔽計算書等は同じようなものですので参考になればと思います。

2. 申請書類の取得並びに申請書の作成について

鹿児島県のホームページより第 5号様式その 1、その 2、その 3（病院開設許可事項一部変更許可申

請書）と第 11号様式（病院開設届出事項中一部変更届）をダウンロードします。第 11号様式は管理

者の住所変更届になります。この第 5号様式と第 11号様式は鹿児島県の変更許可を得るために届出ま

す。病院開設許可は鹿児島県知事ですので変更届も鹿児島県の許可を必要とします。この鹿児島県の

許可を得るのに時間がかかりますので早めの書類の提出が必要になります。

鹿児島県の許可が下りましたら、その後に次の様式の申請書を今度は鹿児島市保健所に提出します。

第 18号様式（病院使用許可申請書一部変更使用）、第 31号様式 (X線装置備付届）その 1、その 2、

第 37号様式 (X線装置変更届）です。第 31号様式にはX線室の平面図及び側面図並びに遮蔽計算書

を添付します。そして、最後に自主検査結果の届出を行います。新設のX線装置ではなく既存の装置

の使用場所と保管場所の変更ですので、自主検査を行い、その結果を報告するだけで今回は使用前検

査が省略されました。別記様式の自主検査報告書、電離箱サーベイメータによる実測の漏洩線量測定

結果報告書及び測定因面（平面図、側面図）をX線装置毎に作成します。今回の場合は、移動型透視

撮影装置（外科用 Cアーム）は棚洩線量測定結果及び室内散乱線測定結果、移動型撮影装僅（ポータ

ブル撮影装置）は室内散乱線測定結果のみ測定し、報告書にまと めて提出いたしました。

鹿児島県のホームページからダウンロードする様式は

①第5号様式（その 1、その 2、その 3)

②第 11号様式（管理者の住所変更の場合）

③第 18号様式
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④第 31号様式（その 1、その 2)

⑤第 37号様式

⑥別記様式（自主検査結果の届出書）

となります。 Word形式でダウンロー ドできますので便利です。

これは既存のX線装置の変更申請の場合であり、新設あるいは更新X線装置の申請の場合は、また

異なる様式が必要になるでしょうから所轄の保健所に問い合わせてください。また、鹿児島市と鹿児

島県でのX線装置の申請に対する対応が若干異なるようです。申請書類等は同じですが、鹿児島市の

場合はX線装置の新設や更新の場合の使用前検査は、必ず検査官が立ち入り、申請書通りのX線装置

が設置されているかどうか、また放射線障害の防止に関する構造設備の検証を実際に立ち入って検査

します。鹿児島県の場合は書類審査を行った後、施設の使用前検査は自主検査で終わる場合もあるよ

うです。

行政の対応が異なる場合もありますが、最初の申請書類の作成や遮蔽計算は同じですので、その点

はしつかり行ってください。

3. 医療法以外の届出について

1)労働安全衛生法第88条における労働基準局への届出

労働安全衛生法第 88条では厚生労働省令で定めるX線装置を設置、移転もしくは移動する場合に

は、工事開始 30日前までに労働基準監督署長にその計画を届ける事となっています。医療法ではX

線装置の設置に関しては、設置してから 10日以内に都道府県知事宛てに届ければ良かつのですが、

労働安全衛生法では、当該X線装置の工事開始の 30日前までに届出を必要としています。この届出

はX線装置の使用許可等には直接関係しませんが、この届出が遅れたり又は滞ると、労働基準監督

署からきついお叱りを受ける事になるので注意が必要です。

4.移動型透視撮影装置（外科用イメージ）の使用上の注意

医薬発第 188号（平成 13年 3月 12日 厚生労働省医政局長通知）によりますと、移動型又は携

帯型X線装置の使用について以下のように指導しています。

1) X線装置の使用に関し、「特別な理由により移動して使用する場合」とは

①移動型または携帯型X線装置（胸部集検用間接撮影X線装置を除く）を移動困難な患者に対し

て使用する場合

②口内法撮影用X線装置を臨時に移動して使用する場合

2)保管場所について

①鍵のかかる等適切な保管場所の確保

②当該装置のキースイ ッチ等の管理（使用後はキースイ ッチを装置から抜き、別に保管する）

3)移動型透視撮影装置の使用の制限

次の場合のみ使用が認められます。

①術中の病変部位の位置確認や手術直後に結果の確認を行うため、術中あるいは術直後に手術室

に透視用X線装置を移動して使用する場合。

②CTアンギオグラフィーを実施するため、 CT装置を備えたX線診療室に透視用X線装置を移

動して使用する等、 X線診療室で使用する場合。

③診療用高エネルギー放射線発生装置、 診療用放射線照射装箇又は診療用放射線照射器具により
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治療を行うべき部位を決定するために、上記三室に透視用X線装置を移動して使用する場合。

従いまして、一般病室、集中強化治療室 (Icu)、心疾患強化治療室 (CCU)での使用は認

められていません。もし、上記の場所で使用されている場合は璽大な法令違反になります。十

分な注意が必要です。

さらに、移動型透視撮影装置を①の手術室以外で使用する場合は、据付型の透視撮影装置と

同様な扱いをする ものとして必要な届出を行うとしています。すなわち、医療法施行規則第 24

条の 2第 4号「X線装置及びX線診療室のX線障害の防止に関する構造設備及び予防措置の概

要」を担保することを証明するために、管理区域境界の規制甚準を確認するための遮蔽計算を

行う必要が生じます。

5. 遮蔽計算について

X線診療室の遮蔽計算評価は平成 13年 3月に通知された医薬発第 188号に記載されてお

り、その要綱に従って計算を行います。

遮蔽計算の対象となるX線は以下の通りです。

①利用線錐における一次X線の淵洩X線量

②散乱X線の漏洩X線量

③X線管容器からの硼洩X線量

④散乱X線と X線管容器からの堀洩X線量を合算

⑤使用状態の条件は、 X線装置ごと の 3月間の実行稼動負荷

この平成 13年 3月に通知された医薬発第 188号が平成 26年 3月に一部変更になりました。

ただ、遮蔽計算式は従来のままで、使用される計算パラメーターが一部変更になっていま

す。

主な改正点を以下に示します。

1)放射化物の障害防止法の規制対象への追加に伴う対応

①放射線発生装置使用室においても障害防止法の許可を受けた放射化物保管廃棄設備を備え

る事を認可

2) X線診療室の漏洩線量算定評価法の技術進歩に伴う対応（遮蔽計算パラメーターの変更）

①X線装置の 3月当たりの実効稼働負荷値表の削除（算定できない場合を除いた）

②実効稼働負荷算定の場合の使用管電流の使用（定格電流使用の変更）

③米国放射線防護測定審査会 (NCRP) レポー ト導入による各遮蔽材料の空気カーマ率の変

更詳細はリーダー研修会開催時の資料を参照して ください。

以下に遮蔽計算式を示しますが、紙面の都合上詳細は省略します。

〇一次X線による淵洩線量の計算式

XpXDtXWX (E/Ka) XUXT 

Ep= 

?
-

d
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〇散乱X線の漏洩線量計算式

XsXDtXWX (E/Ka) XUX T 

E s = 

a X F 

x
 d 2 2 x d 3 2 400 

OX線管容器からの漏洩X線の計算式（半価層を用いる計算式）

XLX t w X (E/K a) XU X T 1 (t / t 1 2) 

EL=-X ( 

2
 d
 

2
 4

 

この遮蔽計算式の中で

X :X線焦点から利用線錐方向 lmの距離における空気カーマは、 研修会資料の別紙 3表 1から

該当する管電圧に相当する空気カーマの値を入力します (X=Xp=Xs)。

Dt:遮蔽体の厚さ t （ミリメートル）における空気カーマ透過率は、研修会資料の別紙 3表 2~

表 7から該当する遮蔽体の種類、厚さ及び管電圧に相当する空気カーマ透過率の値を入力しま

す。

W: X線装置の実効稼働負荷は、使用電流に一人あたりの撮影時間X3ヶ月の撮影人数をかけて算

出します。ご自身の施設の撮影状況で計算してください。

E/Ka:空気カーマから実効線量換算係数は、 別紙 3表 10から該当する管電圧に相当する値を

入力してください。80kV以上は 1.433の数値を使用します。

U:使用係数は 1.0を使用します。

T:居住係数は 1.0使用します。

a :照射野 400C祉の組織類似ファントムから lmの距離における空気カーマ率のXに対する百分率

は別紙 3表 8より管電圧に相当する値を選択して、 1 /100して式に代入します。

F :計算する照射野の大きさです。

XL X線管球からの漏洩線量 l.OmGy/h＝10001-l Gy/h（第 30条第 1項 1号二）

tw: 3ヶ月の稼働時間です。実効稼働負荷から電流値で割ったものを時間単位に変換するために 1

/3600してください。

t :実際の遮蔽体の厚さです。

t 1/2・遮蔽体の大幅に減衰したX線の広いビームに対する半価層です。別紙 3表 9から該当する

管電圧に相当する値を代入します。

dl:X線管焦点から遮蔽体外側までの距離 (m)

d2:撮影天板面での利用線錐中心から遮蔽体の外側までの距離 (m)

d3:X線管焦点から撮影天板面までの距離 (m)

d4:X線管焦点から遮蔽体外側の評価点までの距離 (m)

以上の値を資料の数値から代入すればそれぞれのX線の遮蔽（本透過後の漏洩X線量が求まりま

す。また、漏洩線量の計算は X線管が 1つで利用線錐方向が 1方向の場合には、利用線錐漏洩線、

散乱線漏洩線、 X線管漏洩線をそれぞれ計算すればよろしいですが、撮影室内に複数の X線管や

多方向の利用線錐がある場合には、評価する画壁はそれぞれの X線管からの漏洩線量や各方向か
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らの淵洩線量の合計になります。計算が少し複雑になりますが、それぞれに計算を行い、最後に

合計して管理区域境界の画壁評価を行ってください。

また、遮蔽計算を行う上で以下の事に注意して ください。

1. コンクリート密度による換算

資料のコンクリート遮蔽体の空気カーマ透過率は、密度 2.35(g/c祉） で計算された値です。日

本のコンクリー トの大部分は 2.10(g/c孤）であるため透過率に差が生じます。従いまして密度

の換算が必要です。今、使用されているコンクリ ート厚が 15C lTIの場合は

2.10/2.35 X 15 (cm) = 13.4 (cm) となります。この 13.4cm のコンクリー ト厚で別紙 3表 3

の値を使用する事になります。該当する数値がありませんので補完法によって数値を計算して

ください。

2. 散乱線による遮蔽計算式で先にも記述しましたが、 aの照射野 400C孤の組織類似ファン トムか

ら lmの距離における空気カーマ率のXに対する百分率を別紙 3表 8より 求めます。この表の

値は百分率（％）なので数値としては 1/100にして計算式に代入してください。

3. t wは 3ヶ月あた り稼働時間です。実効稼働負荷より計算しますが、単位は（秒）ではなく

（時間）ですので、 時間の単位に変換して ください。

4.実効稼働負荷の計算

平成 26年 3月から実効稼働負荷の計算は定格電流ではなく、実際に使用している管電流で計算

する事になりましたので注意してください。

まとめ

医療機関においては、 申請書類や遮蔽計算書等を作成する知識を有するのは、 他の医療スタッ

フの中では診療放射線技師が唯一です。実際に申請を行う場合、書類作成から申請に至るプロセ

スを行うためには、医療法をはじめとする法令の知識や放射線管理の知識が要求されます。これ

らの処理を病院事務職やメ ーカーに全て委託するようでは診療放射線技師の資質が問われます。

日々のX線診療業務の忙 しさは理解できますが、もし、委託したとしても申請書類や遮蔽計算書

の細部のチェックが可能な知識を持つ必要があります。そうでなければ、 間違った申請書や遮蔽

計算書がそのまま公的機関に送付されてしまい、病院としての信用問題にもなります。診療放射

線技師として、放射線に関するプロとしての職務を果たしていく事が重要だと考えます。

遮蔽計算は撮影室内に 1管球、 1方向の場合は計算式に数値を代入して計算すれば容易ですが、

複数の X線管球や利用線錐が多方向の場合には複雑で面倒に感じます。とは言え、診療放射線技

師であれば、 自身が所属する X線施設の遮蔽計算を 1度は必ずご自身の手で行ってください。も

し分からない事があれば池田まで遠慮なくお問い合わせください

紙面の都合上、図、 表及び遮蔽計算資料は省略しました。また、 リーダー研修会で使用した平

成 26年度改正の資料（遮蔽計算パラメータ並びに改正新1日対照表）については、鹿児島県診療放

射線技師会事務局に個別に問い合わせをお願いします。事務局は対応をお願いします。

最後に、このような機会を与えてくださいました公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会 松

本会長に感謝申し上げます。
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a 
鹿児島県におけるモニタ品質管理に関するアンケート結果報告
"'JART • JI RA共同アンケート結果との比較～

鹿児島県医療画像情報精度管理士部会 部会長

島児末治

1. はじめに
医療施設では、モニタ診断を導入する施設が増

える中、医用モニタと汎用モニタが混在している

状況である。また、医用モニタは輝度の経時劣化

に伴い画像の見え方が異なってくる。

そこで、今回、鹿児島県医療情報システム研究

会と共同でモニタ品質管理の実態調査に基づく

モニタ管理法に関する啓蒙活動等について検討

した。

”
〕
い
い
｝
い

2. モニタ品質管理概要
l)目的

鹿児島県内のモニタ品質管理の実態状況と

JART • JIRA共同アンケート結果の傾向を比較
し今後のモニタ品質管理の普及活動につな

げる。

対象：鹿児島県内 JART会員施設

期間 ：2015年 10月 15日～2015年 11月 15日

方法：郵送（郵便回答）

回答施設数： 138施設中 67施設回答（回答率

48. 5%) 

6) 比較データ： JART（公益社団法人日本診療放射線

技師会）． JIRA（一般社団法人日本画像医療シス

テム工業会）共同アンケート

期間： 2013年 1月 1日～1月 25日

対象： JART会員 回答者数 1163名

尚、比較データが JART施設数と JART会員数と

なっている為、傾向比較とする。

以下J-J共同とする。

3. アンケート結果

〇各病床数分布及びモニタ運用割合

各病床数分布は回答施設 67施設中、20~199床

の施設が 54％と過半数を占め、 モニタ運用割合は

91％と晶い傾向となっている。

鹿児島県内における各病床数別分布及びモニタ運用割合

問l．医用画像表示使用のモニタ台数
病床数に係らず医用モニタは、 lMより 2Mモニ

夕導入の平均台数が高い傾向となり 3M以上のモ

ニタ導入は 500床以上の施設及び 20~99床の専

門施設が多い。無床施設は、検診センターが含ま

れる為、 3Mモニタが多い。

鹿児島県内における病床数毎モニタ保有台数

（モニタ運用 61施設）

モニタ平均台敷

全体病床数 施設数
平均

3Mより
技師数 診断用 検像用 参照用 !~I 2"1 .lM 

以上

無床 6 95 6 3 3 2 0.1 I 16 32 2.2 0.7 

19床以下 5 16 26 12 2.8 0.4 12 l. 2 

゜
20~99床 ， 4 69 04 49 16 3 77 0 77 I 6 

100~199床 23 s 16 6 2 7 26 3 61 12.1 1.9 04 

200~299床 ， B 8 24 21 68 19 2 16 2 05 14 

300~>99床 6 12 8 60 I 4 3 35 24 6 49 6 1,7 117 

sou床以上 3 21 6 56 5 66 7 55 55 10 47 

問2. モニタ診断によるヒャリハット経験
鹿児島県では、「画像の印象が異なる」 67%、「放

射線科で見えた陰影が他のモニタで見えず」 24%

とヒャリハッ トの経験があり J-J共同でも同様な

結果となった。その他の意見として「参照用モニ

タで診断を行っていた」、「外光等によって陰影が

見えないモニタがあった」等が上がった。

西像の印象が異なる

9991繰11て見えた内彬が他のモニクで見えず一 24

1臣年劣Itで見え万文わった '-10 

フィルムで見えたけ彬がモニタで見えず一5
一次と二次＆影に差あり一5

検像で見え．ほ彬靖末で見えず一5
18ゃド9卜酒ちで見にくい I 0 

その他＿10 
Of, 0 I「l 20 JO 40 50 

67 

鹿児島県

有効回答篤設懃：21腟設

（複数回答可）

60)0  

I 
lモニタ運用纂 9%

， 
20~99床 11
18% 

モニタ運用有 91%

画像の印象が11なる ― 

欣9濯 i9で見えたは彬が他のモニタで見えず — J 17 

9坪劣化で見え万変わった __;3 

フィルムで見えたは影がモニタて見えず ｀一"'”^＾·…-·—•"-·",1 1 4

一次と二次訣影に差あり -" ・ • ・・̂'-•~^·J 9 

検僚で見え彎怯影99禾で見えす ” .~~--9 7 

18やトット藩らで見にくい → 、 91 (） 

その他 '5 

% （9 5 !O 2(（ 

ーご~仁……！ 45

,¥.,¥共同

回笞者数： 1163名

（複数回答可l

'"ヽ ！'",,
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問3.モニタ品質管理は必要だと思うか
鹿児島県及びJ-J共同共にモニタ管理は必要
と考えている。

はい

g‘̀ 

問4. QAガイドラインを知っているか
QAガイ ドラインの知名度は鹿児島県 ・J-J共同
共に 80％以上と高くなっている。

鹿児島県では「実施」・「内容は知っている」 51% 
でJ-J共同は45％であった。

＊回笞
0% 

全く知らなし
15% 

ヘ呵、
呵~-~~‘.~ 

27% 

40% 

— 
..... 

クー

鹿児島県

回答施設数 67施設

J-J共同

回答者数： 1155名

問5. ①モニタの品質管理実施の有無
鹿児島県は約 33％実施していたがJ-J共同の
一部のみを含めた実施約 45％より少ない傾向 と

なった。

回答施設数

61施設

回答者数

IOJ9名

鹿児島県

32.3 “6 

J-J共同

36.5 ,.. “' 

,..'"'•'"'•'"'• '"'• "'・“,..，,..'"'•叩•• , .,.,

実施有

一部のみ

爾実施無

;4爵回答
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問 5.②病床数別モニタ管理実施の割合
病床数別では、鹿児島県で 20~67%、J-J共
同で30~70％実施していた。鹿児島県、J-J共
同共、病床数が多くなる程、実施率が高い傾向

となっているが鹿児島県内の 300~499床施設

の実施率は 20％と低い。

..... 
慧床959E設9 'In .． 60 

l嘩以下95庄設I-•--?0 80—•一•
鹿児島県

2U~9嘩 990花はI--.10 .-••••…•••一·- ............• 70... ... ・・・・・・・・・・ 有効回答施設数 60施設

,OO~l"床9：酒註9 ??” ~ 78 9 （複数回答可）

”|～'99氏99庄設） JヽJ呵 J ふ実施有

Jれ｝～499庄"花註I so "... ， 実施無

5OO床以上9Jだ設I J3 

r X0% 4o・・ 研・ 9リ・ 1 00,． 

匹 I124名I " I R ・、 '2-・-・_ z )&~‘’-9- - ・・・、 J-J共同

19床以下19•9名 9 _ 90 畢 ．、一- 76 

29) ～硫99 85名9 • ? f f l ..”・・ ・・・・・・・・"… ………・ 3 l 

'"'ー）呵和1％名） ？ n ● 6…・・ ・・……・・・ ・ ·.．•…・ 62 …＂·.•ぃぃ"ゥ

回答者数： 1163名

（複数回答可）

全て実花している

2れ）～団9床91'5名I 4・ 46 •半致以上実9名

虹り～」`＇嘩"％名 '----"、1 .4 39 ＊改未溢実庄

凶床以上""名9 6? • 7 -2&-- まった（実尼していな

し‘
... ,.,.. ""・.,.,,,..  100・. 

問6. モニタ品質管理の測定間隔
50％の施設が 1年毎に行っており 6ヶ月毎は

26％と少なかった。

その他

診税に差支える事例が発生した場合

・不定期（一部分）

• それぞれの使用状況に応じて3~ 12ヶ月
ロ1年 1・測定は年1回．目視評価は月 1回

□6ヶ月

ロその他

問7．モニタ管理の実施者
鹿児島県、J-J共同共に放射線技師が80％以
上の割合で実施していた。また、J-J共同では、
医師による使用日 毎の目視試験実施率が高い

傾向であった。

おit,.,"29i師

”’'，t9システム符理者一5
麟 IO

匹 エ字暉 ．90

韮氏 90

外郎委1,- 5 

その他 10 

％ 

89 

鹿児島県

有効回答施設数・ 18

イ

0 10 20 Jo 40 90 凶 70 80 叩

む紐 91ほ聰 →-̂^^^ ▼ 
和輝システム笞理者 ー一竺竺H46

放引ほ94区 “》3
一'”

ほ師1放91ほl1医餘<J
9 1 ， 

15 

'●床工学li師 j 
,・O 
I 

事f9石砧
外9ば委託•その他□岬 'I■1■ll● - 34

3 

% 0 10 20 JO 40 

•—•一•... I •-· •ー...........,..s.Q.., g9 

J-J共同
□ 受入試験・不変性試験（回答者数：408名）
□ 使用日ごとの目視試験（回答者数・2111名I

5O OO 70 90 90 



問 8. 実施している QAガイドライン試験
「不変性試験」 8施設(40%）、「受入＋不変性試

験」 5施設(25%）と 65％の施設が不変性試験を

行っている。「全て」を行っている施設は 99床

以下の 2施設(10%）にとどまった。

鹿児島県内で実施しているQAガイドライン試験

ロ受入試験

■使用日毎の目視試験

・・ ・・ .................................. ・・・・・・・・............ ................................. .. 

受入試駐 不変性試験
使用日毎の 受入試験＋ 受入試験＋

全て 無回答
目視試験 不変性試験 目視試験

無床 ti 

゜ ゜
fl 91 I I 

20床以下 () I f) 

゜ " ゜ ゜20~99床 I 

゜
I （） 

゜
I （） 

JOO~ 199床 0 3 II I 

゜ ゜
I 

200 ~299床 (I 2 I 3 I) 

゜
I) 

300~399床

゜
I II 

゜
II (I II 

51111床以上

゜
I 

゜
I (J 

゜
II 

合計（施設数） I ． 2 5 II 2 2 

問 9．品質管理で困っていること
鹿児島県 ・J-J共同共に「台数が多く、人が
不足」、「認識不足（医師と のギャップ）」、「不具合

時の対処（予算含む）」等が上位を占めた。その他

の意見として「技師の中にもモニタ管理について

知らない、 興味ないスタッフがいる」、「これから

外注予定」、「技師数、勤務時間、 クリニックが 24

時間の為、余裕がない」等があった。

間 10. 品質管理を実施するメ リット
鹿児島県、 J-J共同共に「輝度劣化把握」が
過半数を占め、次に「輝度・色度劣化修正（キ

ャリプレーション）」や「画質向上・均ー化」

及び「不具合発見」 の意見が多かった。

窪度劣化IE!Jl

窪度・色度劣化修正

画只向上・均ー化

不具合発見

交換時朋予,可--22  

使用時間状況把l!l•••••••• ■■■■■I 16 

-939し、寿命均ー1t •一9，
％。 ]0 1 5 20 25 

45 

36 

34 
I 

33 

鹿児島県

有効回答施設数：20施設数
（複数回答可）

30 35 40 45 

窪度劣ltlEI昆 1

窪度・色度劣化修正 I 10 
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問 11．品質管理をしていない理由
鹿児島県、 J-J共同共に「機器・ツールがな
い」、「時間 ・人が不足」、「知識不足」が上位を

占めた。その他の意見として「コス トの問題」、

「カルテ端末の管理は情報管理課の為、半月も

あれば場所移動されたり して把握が困難」、「機

器 ・ツールの校正を行っていない」等があった。

台数が多く員人が不足 59 

！烈は不足［医師とのギャッフ）， 47 

不具合時の対処（予罪含む） | 35 
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、回答者数：438名（複数回答可）
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問 12. 要望・意見及びメーカー回答
l)管理費用の判断、修理なのか更新なのかあまり

費用が変わらない。

2)EIZO Radiforce MX215は、画面上部枠に定機

能が搭載されている。UX-1 との使い分けが知

りたし‘。

（メーカー回答）

l)機種・修理内容によっては、新規購入価格に近

い修理価格となる場合がある。

また、輝度劣化の場合には、液晶パネル及びバ

ックライ ト交換となり修理費用は裔額と なる

ので新規導入の検討が必要となる

2)MX215に格納している内臓センサーと UXlセン

サーは同等の精度を持っている為、通常は内臓

センサーを使用する。但し、内臓センサーの精

度誤差が生じた場合には、①校正した UXlセン

サーで不変性試験を実施する②内臓センサー

をコレレーションする等、 UXlセンサーを用い

ることが必須となる。

4.まとめ
l)モニタ診断によるヒャリハットの経験は、 J-J
共同アンケー ト結果同様に過半数が画像の印

象が異なる事を経験していた。

2)モニタの品質管理は、 J-J共同アンケート結果
の傾向と同様に必要と考えていたが実施は、共

同アンケートの過半数の実施率に比べ鹿児島

県では約 33％にとどまっていた。

3)①機器・管理ツールがない、②マンパワー不足、

③知識不足等の理由により品質管理を行って

いない事が分かった。

5．今後の課題
1)モニタの品質管理に関する啓蒙活動による意

識の啓発や機器・管理ツールの導入、マンパワ

ー不足は外部委託の検討を行う必要がある。

2)コスト問題に関しては、専門職としての役割遂

行を目指す為に目視試験等の検討が望まれる。

【 謝辞 】

モニタ品質管理に関するアンケート調査に

ご協力頂いた鹿児島県内の JART施設に深く感謝

申し上げます。

※ 補足（目視試験方法）

1) JIRA、HP（医用画像システム部会）より検査

項目毎にダウンロードしモニタ端末にイ ン

ス トールする。

2)定期的に項目毎の目視試験を行い判定基準

値と比較評価を行う。

JIRAのダウンロードサイト
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（常務理事会議事録）

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

平成27年度第4回常務理事会議事録（抄）

日 時：平成 28年 2月 16日（火） 19時 00分～21時00分

場 所： 坂元事務所

出席理事：松本俊也新村栄次 島児末治藤崎拓郎太田原美郎 中島祐二 佐藤洋一

藤崎誠松野下直美吉村洋一藤坂智史西憲文渡邊義治 （理事全員出席）

欠席理事・監事：宮寄信 池田睦

議 長 ：松本俊也

議事録署名人：松本俊也

開会：松本会長より理事の過半数以上が出席しており、第 4回の常務理事会を開催が宣言された。

議題1 畦元将吾氏について

松本会長より畦元将吾氏の選挙応援に関して、配布用のチラシとサポーター申込書の説明が

なされた。サポーター申込書については選挙協力いただける会員等の氏名を記入していただ

くように指示がなされた。

また、併せて、選挙当日の投票用紙候補者名の欄に候補者の氏名を書いて頂けるようお願い

する旨の話もなされた。

→全員賛成で承認された。

議題2 平成27年度診療放射線技師給与の動向に関する調査協力のお願い

松本会長より平成27年度診療放射線技師給与の動向に関する調査依頼がJARTから来ている旨

の話がなされた。調査協力した会員は社会奉仕活動名目で10カウ ントが付与されるとのこ と

だった。

.TARTのホームページからも調査協力が可能であるので、各施設の会員にも協力要請していた

だく ように指示がなされた。

→全員賛成で承認された。

議題 3 平成 28年度行事予定について

松本会長より、 28年度年間行事予定について説明がなされた。

① 現在、全国・九州地域・県事業の予定を入れている。ここに地域研修会、各種研究会

等の予定が入ってくることとなり、予定が重なって しまうことも起こり得る、研究会

予定の重複はある程度は許容することとする。

②全国規模および九州地域規模の行事は動かすことができませんので、それを踏まえ可

能な限り規模の大きな予定には重ねないようしてください。
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① 5月 14日 （土）チャリティーイベント『つながる想い inかごしま～がんとともに生きる～』

藤崎 （誠）理事より、チャリティ ーイベン ト参加についての説明がなされた。

昨年まで ドルフィンポー トにて 『リレー・ フォー・ライフ・ジャパンかごしま』が開催して

いた『つなげよう ！命の リレー』 が今年は諸般の事情により、主催者・企画名称・開催場所

が変更され『つながる想い inかごしま実行委員会』主催の『つながる想い inかごしま～が

んとともに生きる～』というイベントを鹿児島市立病院にて開催することとなった。

企画内容は未定部分が多く、講演会やキャンドルウォークを予定しているとのことが説明さ

れた。

松本会長よりイベン ト参加にあたって県技師会の役割についての質問がなされ、藤崎（誠）

理事より、昨年好評だった骨密度測定をお願い致しますとの上申がなされた。

松本会長より、本イベン トについて県技師会が参加することについて採決がなされ、全会一

致により 昨年同様、県技師会のイベン ト参加が可決された。

太田原理事より、 lF講堂（多目的ホール）は 300名収容は難しく、雨天等で参加者 ・スタ

ッフが全て屋内に入るよ うな状況を十分検討した上での企画立案をした方が良いとの懸念が

示され、藤崎 （誠）理事より、講演会等も聴講人数の制限をかける等の対策を今後検討 して

参りますとの回答がなされた。

② 5月 22日 （日） フレッシャーズセミナー

松本会長より 、]ARTに届け出が必要なため、この日程ですでに届出を済ませた旨の説明がな

された。また、今後は、講師招聘を検討する旨の説明がなされた。

③ 7月 リーダー研修会

松本会長より、全国規模の学会等が 7月に集中しているため、例年土曜日に開催されている

リーダー研修会を 7/3（日）に予定する旨の説明がなされた。

松本会長より、本案に関して採決がなされ、全会一致によりリーダー研修会を 7/3（日）に

開催する事が決定した。

④ 日程未定 統一講習会（奄美大島開催）

藤晰拓理事より、今年度、奄美大島にて統一講習会を開催する予定となっている 旨の説明が

なされ、松本会長より、年度の後半に企画を予定し、今後 日程を検討する旨の説明がなされ

た。

また、講師の手配について進捗を進めるよう指示がなされた。

⑤ 6月 19日 （日） 第 95回鹿児島県診療放射線技師会総会

松本会長より、総会の当日に春季学術大会を併催する旨が説明された。内容としては近年、

シンポジウムを実施していないため、 MRIのシンポジウムを企画すること、それに伴い基調講

演（市民公開講座）等を割愛する可能性があること、一般の演題発表は例年同様に募集する

ことについて説明がなされた。

⑥ 12月 レントゲン週間

松本会長より、内容を一新する 旨の案が出され、島児副会長が28年度のレントゲン週間の取

りまとめを行うよう依頼がなされた。また、 昨年開催した学生対象の市民公開講座は、好評

だったため、 別企画として年度行事に残す方向での説明がなされた。

→以上、全員賛成で承認された。
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議題 4 合同理事会について

松本会長より合同理事会（県技師会理事と各研究会、各部会、さくら RT代表が出席）を 3月

27日（日）に開催予定との説明がなされた。

それに先立ち以下の内容を全理事が議論した。

① 『研修会参加費』について、他県技師会の運営に倣い今後は、技師会会員 500円、非会

員 2000円を徴収することに対する議論

② 各研究会 ・各部会・さくら RTのうち、どの範囲まで参加費を値上げするかについての議

論

③ メーカー協賛（会場費用） について許可するか否かの議論

④ 診療放射線技師以外のコメディカルが参加した場合の参加費徴収の有無についての議論

⑤ 県内の会員（本土の技師と離島の技師）について、研修会等の参加に関する不平等の是

正についての議論がなされた。

①については、 ]ARTの方針も概ね、 非会員と会員の参加費を3倍程度に設定しており、また

他県 の運営も同様としていることから技師会会員 500円、非会員 2000円を徴収することと

結論が出された。

②については、各部会・さくら RTともに ]ARTが主体となって運営している会であり、既に

技師会年会費を支払っている点、資格維持 (3部会）に対して各会員が 15,000円ほどの維持

費用を捻出している点が挙げられ、参加費を無料とする旨、また各研究会に関しては上記の

通り会員 500円、非会員 2000円を徴収することが採決により決定した。

③については、規約に『会場費は協賛メーカーが拠出する』と明記することで協賛を容認す

るとの旨が決まった、詳細に関しては各研究会の方針を尊直することと結論が出された。

④については、本議案が『会員と非会員の不公平感の是正』が目的であるため、コメディカ

ルは一般扱いとし、参加費は無料でも構わないとの結論が出された。

⑤については、 28年度以降の県技師会事業として、研究会を録画して各地域に配布する事や

TV会議（スカイプ等）の設備を刹用して多元中継で研修会 ・研究会を開催する事を検討して

いくこととなった。

上記①～⑤について松本会長より採決がなされ、全会一致で議案が可決された。

また、松本会長より、合同理事会において上記内容が受け入れられなかった場合や、参加費

値上げ案が廃案になった場合は、技師会年会費の値上げを検討する方向となることの含みを

持たせたる旨の説明がなされた。

議題 5 九州地域放射線技師会理事会（平成28年2月13日 土）について

①九州放射線医療技術学術大会について

松本会長より、先日開催された九州地域放射線技師会理事会（以下、九朴I理事会）において、

県技師会年間行事に関わる部分について報告がなされた。

来る平成 29年 (2017年）に九小卜1放射線医療技術学術大会（以下、九州学術大会）が鹿児島

（宝山ホーJレ）にて開催される予定とのことで、技術学会が主催、大会長は鹿児島大学病院

の西郷康正技師長、実行委員長は太田原理事が就任される 旨の内容が語られた。
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また、九学の実行委員については県技師会役員（地域理事も含めて）から選出する旨につい

て協力依頼がなされた。

②平成 28年度九州地域放射線技師会 役員の選出について

松本会長より、平成 28年度九州地域放射線技師会の会長は大分県の江藤氏に決定致しとの報

告がなされた。また、鹿児島県からは監事職を選出することとなり、採決がなされ、全会一

致により、島児副会長を擁立することが決定した。

議題 6 その他について

鹿児島市夜間急病センターの運営について、下記の内容が議論された。

① 新規登録者について

② 既存勤務者の更新条件について

③ 登録者の研修（年 3回程度）について

①について、登録要件が不明確なため条件の整備がなされた。内容については、今後精査し

た後に決定とするとのことであった。また、新たに 4名の勤務希望者が応募しているとのこ

とで、人数制限は 23名程度（現在 21名）であるが、新規応募者 4名について採用する方向

で勤務研修を実施する事が決定した。

②についても明確な更新要件が整備されていなかったため、渡邊理事が作成した草案を基に

今後検討していくことが決定した。

③については、今後研修会参加を義務付けること。また、参加時の出欠に関して、研修会の

どの部分まで参加したことで、当 H参加とみなすかについても十分検討し、 他研究会との併

催とした場合、当該研究会の意向も十分協議した上で企画・開催する事が議論された。

→全員賛成で承認された。

報告事項 1 統一講習会（平成28年 1月23日24日）について

松本会長より、統一講習会の実施報告がなされた。

当日は大雪のため、後半の内容を中止したとのこと。中止した内容の再履行については該当

者 20名のうち既に 16名（残り 4名）の会員が再履行を終了しているとの報告がなされた。

また、残り 4名については、他県技師会にも依頼して九州地域での再履行を可能とした。

報告事項 2 秋季学術大会 大島開催について

松本会長より、大島大会参加報告がなされ松本（会長）と新村副会長、藤崎（拓）理事が出

席したとの旨が報告された。

今回は救急医療がテーマとなっており、新村副会長も緊急CTについて講演した。

併せて、県立大島病院救急部の原医師、りんくう総合医療センターの坂下先生にも貴重な講

演をいただいたとのこと。

坂下先生に置かれては前日の金曜日にもてポータプル撮影の講習会を開催頂いたとの報告が

なされた。

最後に、来年の大島開催についても理事ならびに各施設会員の出席の協力を依頼がなされた。
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他に検討事項はなく常務理事会が終了となった。

開会 ：松本会長より全ての議事が終了し、常務理事会の閉会が宣言された。

議事録（原本）の内容と相違ありません。

平成 28年 2月 18日

言
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胞
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匹

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

平成28年度第 1回理事会議事録（抄）

日 時 ：平成 28年 5月 22日 （日）14: 30~16 : 00 

場 所：鹿児島大学病院 第 2臨床実習室

出席理事：松本俊也 新村栄次 島児末治藤崎拓郎 中島祐二太田原美郎 岡野三男

藤坂智史吉村洋一 藤崎誠松野下直美 佐藤洋一 平賀真雄 坂下周一郎

野中康博 田畑ー文 渡邊義治

出席監事：池田睦

欠席理事：西憲文 宮寄信監事

議事録署名人 ：松本俊也 池田睦

〇開会

松本会長より理事の過半数以上が出席しており、平成 28年度第 1回の常務理事会の開催が宣言さ

れた。

議題 1 線量計購入について

松本会長より 、被曝線量計の購入に関して検討事項など、 下記の内容が説明された。

・県民の被曝線量軽減を目的として被曝線量の測定を県技師会の新事業として立ち上げたい。

・メーカーは東洋メディック社製の線量測定器（約 40万円）の新規購入を検討中

・線量計の運用方法については、放射線管理支部会の講習を各地域で実施 して受講済みの施設へ貸

し出し、当該施設での被曝線量測定に役立てて欲しい。

とのこと。また、 池田監事よ り、昨今の管理支部会の活動がやや停滞しているため、こ ういった事

業を契機に部会の活動量を充実 してほしい との要望や、JARTも基準にしているJ-RIME（医療

被ばく研究情報ネ ットワーク）から医療被爆線量の最新値が報告されているのでこのデータを活用

し、 鹿児島での線量測定の結果と総合的に比較 してはどうか？と のアイデアが出された。

松本会長：他にありませんか、ないよ うであれば、議題 1 線量計購入について賛成の方は挙手を

お願い します。

→全員賛成で承認された。

議題2 決算 ・予算総会について (6月19日）
①第 95回定時総会

藤坂理事よ り、第 95回定時総会の運営について説明がなされた。

・開催日 6月 19日 （日）

・場 所鹿大 共通講義棟6F インテリジェン ト講義室（総会等）およびマルチメディア室

（控室）

・ 11 : 00~12 : 30まで補欠選挙を含む定時総会を開催

・議長団正議長・副議長は当 日、立候補が出なかった場合のために予め内定者を準備する。

正議長は未定だが、副議長は床波隆幸氏（出水郡医師会広域医療セ ンター） に内定した。

また、 総合司会は）1|原美咲氏 （今給黎総合病院）、 選挙管理委員は永田選挙管理委員長にお願い

して いるとの事であった。
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②総会次第・配置図について

藤坂理事より、総会次第について説明がなされた。当日の机等の配置については、部屋の広さによ

って、理事 18名分のテーブルを置くスペースが確保できない事が予想され、状況によって変更す

るとのことであった。

③平成27年度決算総会事業報告について

藤坂理事より平成 27年度決算総会事業報告の内容について説明がなされた。内容については、各

地域・各研究会等の代表に確認済み。その他の事業に関しても池田監事の監査を受け了承いただい

たとのことであった。

④役員選挙について

藤坂理事より役員補選について説明がなされた。

⑤決算 ・予算書について

中島理事より、決算・予算書について説明がなされた。貸借対照表および正味財産増減計算書より、

今年度の収入と支出の差額が現金ベースで 688,149円のマイナス。また、減価償却費 979,336円で

あった。（内訳は事務所の建屋やノー トPC、電離箱サーベイメータ）。よって 313,057の黒字の見

通しとなるとのことであった。今年度黒字になった要因は行事をある程度セーブして運営できたこ

とによるものであるのとのことであった。

また、松本会長より、減価償却を加味した場合黒字であるが、現金ベースにて黒字化（土0程度で

良い）にし、県技師会の運営を安定させるためには、やはり、先日の合同理事会において協議され

た研究会参加費の増額が必須であるとの内容が語られた。

併せて、中島理事より 28年度の予算書案にて、来年度は研究会の参加費増額を見込むことで前述

のとおり、安定運営していきたいとの内容が語られた。

松本会長 ：何かご意見などありませんか、ないようであれば、巖題 2 決算予算総会について賛成

の方は挙手をお願いします。

→全員賛成で承認された。

議題 3 春季学術大会について

藤崎 （拓）理事より、春季学術大会の概要について説明がなされた。

・開催日 6月 19日（日）第 95回定時総会終了後に開催する

・場 所鹿大 共通講義棟6F インテリジェント講義室（総会等）およびマルチメディア室

（控室）

・ 13: 20~ 会員発表

会員発表枠は5演題（現在 2演題がエン トリー）で受付締切りの 6月 1日後HPヘアップする

・ 14: 30～特別講演

テーマ 「マイナンバー制度施行」～医療分野における活用法～

講 師 日本事務機器株式会社事業推進本部エバンジェ リスト 新谷敏郎氏

座長松本会長

・ 15 : 30~17 : 40 シンポジム

テーマ 「MRI検査はここまで進化した最新技術 ～装置メーカーと撮像技師からやさしく紹介～」

座長藤崎拓郎理事

シンポジス ト GE社 シーメンス社、フィリ ップス社のアプリケーション（診療放射線技師）

撮像技師シンポジス ト 鹿児島大学病院から岩永氏、佐々木氏、今給黎総合病院から浮田氏に内定

最後に松本会長より、久しぶりにシンポジウムを開催するので、活気のある討論を期待したいとの

旨が語られた。

松本会長：他にありませんか、ないようであれば、議題 3 春季学術大会について賛成の方は挙手を

お願いします。

→全員賛成で承認された。
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議題 4 リーダー研修会について (7月3日 → 7月9日に変更）

①内容について

松本会長より、リーダー研修会の内容について説明がなされた。

・開催日 7月 3日（日）から7月 9日（土） に変更となった。

・開催場所鹿大第 2臨床実習室

・講 師池田睦前鹿児島県診療放射線会会長

・テーマ 「メーカー任せではない装置更新時の法的手続き」

当日の内容について、講演をもう一つ追加するか？追加するのであれば同様なテーマにするか等

が議論されたが、議論がまとまらず、池田前会長の講演を基本線として 6月中に再協議することと

なった。

②開催日について

松本会長より、日程について最終確認を行いたいとの意見が出され、日曜日の開催よりも土曜日開

催の方が会員は参加しやすいのではないか？との案が多数出されたため、技師会ニュースの年間予

定表に 3日（日）で発信したが、やむなく 7月 9日（土）の開催となった。

開催日変更について採決がなされ、賛成多数にて開催日の変更が承認された。

松本会長：他にありませんか、ないようであれば、議題 4 リーダー研修会について賛成の方は挙

手をお願いします。

→全員賛成で承認された。

議題 5 外部講師の懇親会参加費について

島児副会長より、外部講師の懇親会参加費について明確な拠出基準がないため、理事会にて決定し

たいとの要望が出された。

松本会長より現在の状況が説明された。

・地域研修会・・・県技師会が補助（負担）

・三部会・..発生事例が乏しく 不明

・研究会・・・未定（現在、請求分は補助している）

また、平賀理事より、懇親会を開催する場合、外部講師として招聘している以上参加費を講師に出

していただくのは失礼ではないだろうか？参加者全員で分割負担するのはどうだろうかという案

が出された。長い協議の中で、研究会のメーカー協力の可否や講師の交通費等の議論も併せてなさ

れたが、結論を出すに至らず、次回理事会への継続審議となった。

最後に、 池田幹事より メーカーに協力いただいても公的に問題がないという確証を県学事法制課や

法務局に伺い、後々監査等で指摘されることがないように運営するべきであるとの意見が出された。

議題 6 会員種別について

藤坂理事より、仮会員（技師会加入の意志があるが、会費を納入していない）の扱いについて現状

報告がなされた。現時点では、入会の申請中でまだ会費を払っていないため会報等の配布物は送付

していないが、その他は会員と同等に扱っているとのこと。

現在 15名ほどの仮会員がいるが、 9月 30日までに入金しなかった場合は仮会員を取り下げて非会

員となるため、入会希望時に 9月 30日までに振込旨を改めて説明するように松本会長より 指示が

出された。

また、佐藤理事より、現時点での会員数についてご報告がなされた。

・正会員数 464名（前年 15名増）

・仮会員 15名

•今年度新規入会者 4名
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議題 7 その他について

①各理事の活動報告について

藤坂理事より、理事の会務活動報告書について説明がなされた。

また、松本会長より、 現役員で 1年間会務を遂行してまいりました。各理事ができなかった企画等

もあると思いますので、今後は報告のみにとどまらず、 目標を立案して会務の全体像を把握してい

ただきたいとの指示が出された。

②あぜもとしょうご氏について

松本会長より、現在あぜもとしょうご氏のサポーター登録は 15,000名分と伸び悩んでいて。鹿児

島からは 300名ほどしか登録がされていないとの報告がなされた。7月の選挙に向け、サポーター

登録を改めてお願い したいとの要望が出され、理事全員は再度働きかけを行う 旨を周知した。

③夜間急病センターについて

渡邊理事より、新規勤務者の研修を 3名実施したとの報告がなされた。また、 4名の応募があった

が、残り 1名はポイント不足のため、条件を満たした後、次回理事会での承認をお願いしたいとの

要望がなされた。

松本会長より 、3名の勤務者の勤務参加について採決がなされ、全会一致にて新規勤務者 3名の加

入が承認された。

④レントゲン週間について

島児副会長より、レントゲン週間の企画について現状の進捗状況の報告がなされた。

現在、ヒ ン゚ク リボンとの共催を検言寸いるが、先方との詳細な協議はまだできていないとのこと。運

営のイニシアチプ （主催、 共催）についてもまだ未定とのことであった。

藤崎 （拓）理事より、 運営に関して多額の供出金が発生するようであれば技師会運営に支障をきた

す事も懸念されるため、供出金等が発生する恐れがある場合は連絡頂きたいとの要望がだされた。

⑤統一講習会について

藤晰（拓）理事より、 7月 23日（土） 24日（日）に開催予定の統一講習会について説明がなされ

た。前回、 大雪にて受講できなかった方も併せて参加していただきたいので理事への周知をお願い

したいとの要望が出された。

また、大島の方についても別途 2月に開催予定ですが、参加が可能であれば7月受講も検討下さい

とのことであった。

⑥鹿児島県診療放射線技師会サポート登録について

松本会長より、 5月に発刊した技師会ニュースにて、お願いしたサポート登録について未だ 18施

設からしか登録が進んでいないとの報告がなされた。またこの試みは、先日の熊本地震など、災害

時の緊急連絡や、 喫緊の課題・問題についてもタイムリ ーに情報共有ができ各施設と技師会が直接

連絡を取れるようなネッ トワークを構築できるとのことであった。

改めてサポー ト登録について周知いただきたいとの指示が全理事になされた。

松本会長： 他に何かありませんか、ないようであれば、議題 7 その他について賛成の方は挙手を

お願い します。

→全員賛成で承認された。

報告事項1 つながる想い in鹿児島について (5月 14日開催）
藤崎（誠）理事より、つながる想い in鹿児島の開催報告がなされた。総括会議が 5月 30日に予定

しているため、詳細については次回報告したいとのこと。

私見では、技師会関係者が 15名参加いただき、イベント全体では 188名の参加者数であったが、

前回 (RFLJ)の約半分程度であったとのことであった。

また、収益金約 57万円で内訳は参加費や募金、チャリティー物品の売上であったとのこと。
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最後に松本会長より、今回は初開催であったが、前回イベント同様、骨密度測定を望まれています

ので今後も参加 していく方向である。しかし、イベン ト自体の趣旨や活動をしつかり精査して、県

技師会の活動がしつかりアヒ°ールできることを前提に今後も参加の可否を検討して行くことした

いと語られた。

0閉会
松本会長より全ての議事が終了し、常務理事会の閉会が宣言された。

以上ですべての審議を終了した。

定款第 38条 2項に沿って、出席した会長及び監事が記名押印する。

平成28年 5月 27日

会

監

長

事

松本俊也

池田睦

議事録作成 渡邊義治

この議事録は原本と相違ありません

平成 28年 5月 27日

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

会 長 松本俊也
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匹

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

平成28年度第 2回理事会議事録（抄）

日 時：平成28年 6月 19日（日） 12: 30~12 : 50 

場 所：鹿児島大学医学部共通教育棟5階 504号室

出席理事：松本俊也 島児末治藤崎拓郎 中島祐二 佐藤洋一 坂下周一郎

岡野三男 平賀真雄野中康博藤崎誠太田原美郎松野下直美

吉村洋一西憲文 藤坂智史浮田啓一郎 中山龍一 小磯美奈渡湛義治

出席監事 ：池田睦

議事録署名人：松本俊也 池田睦

〇開会

松本会長：理事の過半数以上が出席しており本日の理事会は成立します。選挙も終わりまして、

新たに当選された理事の皆様おめでとうございます。それでは、 28年度第 2回理事会を開催い

たします。

〇議題 1 副代表理事 （副会長）の選定
松本会長：今回、勤務されている施設におきまして、業務多忙のため新村副会長が退任されるこ

ととなりまして。そこで新たに副会長を理事の皆様から選出したいと思います。どなたか立候補

される方はいらっしゃいませんか？

理事全員：立候補せず

審議した結果 太田原美郎理事が適任ではないかとい う結果となった。

松本会長 ：それでは、副会長は理事会の互選となりますので、採決をとりたいと思います。

太田原美郎理事が新副会長就任に賛成の方は挙手をお願いいたします。

理事全員： （全員挙手）

松本会長 ：それでは全会一致により、 28年度から太田原美郎理事が副会長に就いていただくこ

とが承認されました。太田原副会長よろしくお願いします。

〇議題2 大島地域理事の交代
松本会長：田畑ー文地域理事が退職されましたので、田畑地域理事の後任に中山龍一理事にお願

いしたいと思います。

地域理事は互選となりますので、採決をとりたいと思います。中山龍一理事が大島地

域理事に賛成の方は挙手をお願いいたします。

理事全員 ：（全員挙手）

松本会長：それでは全会一致により、 28年度から中山龍一理事が大島地域理事に就いていただ

くことが承認されました。中山地域理事よろしくお願いします。

0議題 3 新理事について
松本会長：今回の選挙におきまして小磯美奈理事と浮田啓一郎理事が新たに当選されました。小

磯理事の業務としましては、総務部門と財務部門の補助をお願いしたいと思います。

浮田理事は学術部門をお願い致します。

新しく理事になられた方に一言挨拶よろしいでしょうか？

新副会長に就任された太田原美郎氏と、新しく理事当選された浮田啓一郎氏、中山龍一氏、小磯美

奈氏より挨拶が行われた。
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0その他
①レン トゲン週間について

島児副会長：お手元の資料をご覧ください。

技師会活動をアヒ ー゚ルするためにレン トゲン週間のイベン トをヒ°ンクリボン週間と

コラボしたいと思います。詳細は下記のとおりです。

日時平成 28年 10月 23日（日）

場所鹿児島市立病院および上荒田の杜公園

活動 1)被曝に関する講演

2)骨密度測定

例年、レン トゲン週間の参加者が伸び悩んでおりまして、ヒ°ンク リボンは 500名ほど参

加されますので、今匝はこういった企画でより多くの方々に鹿児島県診療放射線技師会

を知っていただければと思います。ご意見ある方はいらっ しゃいますか？

渡邊理事：骨密度測定器は手配可能でしょうか？

松本会長 ：健康まつり用に 3台確保しております。 1台をヒ°ンク リボンイベントに、残り 2台を健

康まつりに使用したいと思います。

太田原副会長：資料には協賛金と書かれてありますが、ヒ°ンク リボンでは協賛金を受け付けていませ

んので、寄付金とい う形で供出することとなります。金額は 1万円からでよいと のこ

とでした。また、当 日は健康まつりのイベン トと重なっているため、参加が可能かに

つきましても協議できればと考えますがいかがでしょうか？

島児副会長：今回、ヒ ン゚ク リボンとのコラボということで、さくら RTの方々に協力を仰ごうと考

えております。

松本会長 ：昨年も原子力防災訓練と重なりましたが、 無事に開催できましたので、大丈夫だと思い

ます。それでは、ヒ ン゚ク リボンとのコラボイベントに参加すること及び寄付金を 1万円

とすることの採決をとりたいと思います。賛成の方は挙手をお願いいたします。

理事全員： （全員挙手）

松本会長 ：それでは全会一致により、イベン ト参加及び寄付金 1万円が承認されました。

〇閉会

松本会長 ：では本日の議題をすべて終了いたしました。

これをもちまして、平成 28年度 第 2回理事会を終了 します。

以上ですべての審議を終了した。

定款第 38条 2項に沿って、 出席 した会長及び監事が記名押印する。

会長

監事

議事録作成

平成 28年 6月 20日

松本俊也

池田睦

渡邊義治

この議事録は原本と相違ありません

平成 28年 6月 20日

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

会長 松本俊也
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頂

〇開会

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

平成28年度第 3回理事会議事録（抄）

日 時：平成28年 7月 9日（日 ）17:00~ 18: 00 

場 所：ホテルタイセイ 別館 2-Aホール

出席理事：松本俊也 島児末治藤崎拓郎 中島祐二吉村洋一 藤坂智史

佐藤洋一 藤l裔誠 西憲文小磯美奈 坂下周一郎岡野三男

野中康博 中山龍一渡邊義治

出席監事：池田睦

欠席理事：太田原美郎松野下直美浮田啓一郎平賀真雄宮寄信監事

議事録署名人：松本俊也 池田睦

松本会長より理事の過半数以上が出席しており、第 3回の理事会の開催が宣言された。

議題 1 畦元将吾（あぜもと しょう ご）氏について

松本会長より、参議院議員選挙について改めて、「あぜもとしょうご」氏への投票をお願いしたい

との旨が語られた。また、投票時、 「あぜもとしょうご」以外に、 政党名を書いた場合、 畦元氏に

票は繋がらず、政党にはいってしまうため、改めて注意が呼びかけられた。

松本会長： 何かご意見などありませんか、ないよ うであれば、議題 1 畦元将吾氏について

賛成の方は挙手をお願いします。

→全員賛成で承認された。

議題 2 研修会参加費等についての確認

松本会長より、 3月（前々回） の合同理事会において承認された、研修会・研究会等の参加費につ

いて一部の研究会から、「今後は交通費が支給される」との誤解を受けており、 再確認したいと の

話が語られた。

参加翌

他聡種
閉催地

間催地
カテゴリー 正会員 非会員 理事 世話人

他聴種
（更新P目的 他器種

非会員 一股市民 メーカー
（更新P目的）

でない）
（更新P目的

（閉催t8カ者）
でない）

技師会王i産
栞料 2,000円 栞科 栞科 1,000円 ⑦なし？ ⑤なし？ ③なし？ 栞料 惹料

地培研脩会

3部会さくらRT 無科 2,000円 莞，科 莞枡 1,000円 ③なし？ ⑪なし？ Rなし？ 無科斗 無料

各研究会 500円 2,000円 500円 ①なし？ 1,000円 ④なし？ ⑦なし？ ⑩なし？ 栞料 葉科
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①研究会世話人参加費（上表①）について

松本会長より上表①について、 3月理事会（以下、前回）では世話人の参加費を取らないで欲しい

という意見が研究会代表世話人からあり、当日の理事会での協議について承認事案と個人的意見が

錯綜 してしまっている。改めて確認したい。

中島理事より、意見として 「参加費を徴収して交通費として返還」という意見は出した、この意見

は協議されたものではないとの内容が語られた。

松本会長より 、技師会研修会や部会等では一定の条件を満たした場合旅費という名目で交通費は支

給しているが、 研究会ではその規約はない。

とい 1つの意見が、承認されないまま交通費が全額支給されるというような錯覚を与えてしまった。

各理事から改めて、様々な意見が出され、協議した結果、以下の通りとなった。

①研究会の世話人の参加費を徴収するか否か

②交通費を支給するのか否か

③財務状況からみて、交通費を捻出することが可能なのか否か

西理事より、 上記①～③について議論したが、参加費と交通費を並列で議論することは難しい。ま

た、今年は、研究会から 500円の参加費を徴収することで既に動き出しており、非会員の 2000円

についても 1年間を通して見てみないと、結論が出せないのではないだろうか？との意見が出され

た。

松本会長より 、この状況で、新たに交通費を支給してしまうと 、収支の状況が悪化する可能性もあ

り、新たな対策が必要になることも懸念されるとの意見が出された。

今年は、 研究会世話人から 500円の参加費を徴収するか否かの採決がなされ、全会一致で、 世話人

からも 500円の参加費を徴収することが改めて承認された。

松本会長より、交通費については今年度の収支動向を鑑みて改めて議論すると語られた。

②他職種（更新P目的でない）の方の参加費（上表②③④）について

藤崎（拓）理事より、更新ポイン トが必要かどうかは区別するのが非常に難しいため、一律にして

はどうか？との意見が出された。各理事もこの意見に賛同した。

他職種は一律 1,000円徴収について採決がなされ、全会一致で他職種は一律 1,000円徴収する事が

改めて承認された。

3開催地の他職種（更新P目的でない）の方の参加費（上表 56 7) について

松本会長より、 開催地ですので、最終的にはその施設の判断で良いとの意見が出され、各理事は賛

同した。

開催地の他職種は無料とすることについて採決がなされ、全会一致で開催地他職種は無料とする事

が改めて承認された。
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④開催地の非会員技師の参加費（上表⑧⑨⑩）について

中島理事より、研修会で規模の大きな施設を使用した場合、若手の技師は仕方なく設営を手伝うと

いったケースも考えられるとの意見が出された。

藤崎（拓）理事より、非会員を 2000円とする 目的は、技師会に加入して欲しいというところであ

るため、 断腸の思いで、放射線技師であれば参加費 2000円を徴収するべきではないだろうか？と

の意見が出され、各理事はその意見に賛同した。

開催地の非会員は 2000円徴収するか否かについて採決がなされ、全会一致で開催地の非会員は

2000円徴収する事が改めて承認された。

松本会長：何かご意見などありませんか、ないようであれば、議題 2 研修会参加費等について

賛成の方は挙手をお願いします。

→全員賛成で下記の内容 （表）が承認された。

参加費

カテゴリー 正会員
非会員

理事 世話人 他聴種 間催地
一般市民 メーカー

（問催地含む） （例外なく） 他聴程

技師会主催
無科 2.000円 無科 無科 1,000円 無科 無科 無科

地堀研修会

3部会・さくらRT 無科 2,000円 無科 無科 1,000円 無科 悪科 無科

各研究会 500円 2,000円 500円 500円 1,000円 無料 無料 無料

松本会長より、今年度の研修会、研究会については上表を基に運用していくことが語られた。

議題 3 連絡網について

松本会長より、 2014に連絡網の小冊子を作成し、運用してきたがうまく機能しておらず、また、

連絡網の存在自体もあまり認知されていないとの意見が出された。紙媒体では、更新や運用に限界

があり、 県技師会ホームページ（以下、HP)に県内のすべての医療施設（個人名は省く）の連絡先

をアップロードしてはどうか？との意見が出された。

島児副会長より HP掲載にあたって更新方法について質問がなされた。

松本会長より、更新は地域ごとに管轄して欲しいとの指示がなされた。

岡野理事より、 メールア ドレスの掲載について質問がなされた。

松本会長より、メールアドレスは掲載せず、各施設の代表番号のみ掲載するとの答えが出された。

坂下理事より、連絡網を作成するにあたっては、 HP掲載までの許可を各施設に頂いておらず、ま

た、会報掲載時も所属施設を掲載しないで欲しいとの要望が出ていたため、改めてその旨の通達が

必要であるとの報告がなされた。

藤崎（拓）理事より、掲載拒否の施設は、趣旨をご理解いただいた上で、病院長に直接伺っても良
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いのではないだろうか？との意見が出された。

松本会長より、技師会サポートにて協力いただいた施設が約 30施設、技師数は 200名程になって

おり、こちらのサポートの協力者が増加すれば、 HPでの運用よりも良いので、技師会サポートの

協力者を増やすのと併せて何かあったら直ぐに連携が取れるような形を早急に構築していきたい

との意見が出された。

松本会長： 何かご意見などありませんか、ないようであれば、議題 3 連絡網について

賛成の方は挙手をお願いします。

→全員賛成で承認された。

議題 4 その他

①NTRT鹿児島について

松野下理事が欠席のため、野中理事より伝達がなされた。

NTRTの現在の登録者は約 150名、懇親会が約 80名の事前登録があったとの報告がなされた。また、

おそらく黒字にもっていけそうな状況ではあるが、改めて、事前登録、および当日の参加を各理事

の皆様にご周知頂きたいとの意見が語られた。

②新入会・退会の会員情報について

佐藤理事より、技師会会員の新規加入希望者が 13名いることにあたり、理事会の承認をいただき

たいとの申請が出された。

13名の加入について採決がなされ、全会一致で承認された。

③医療情報精度管理支部会について

島児副会長より、 2月 11日（土）に鹿児島市立病院にて医療情報精度管理支部会を開催する旨の案

内がなされた。

④急病センター新規勤務者について

渡邊理事より、新規加入者（今村病院分院 牧野竜大氏）の加入について承認いただきたいとの意

見がだされた。

採決がなされ、全会一致で牧野竜大氏の新規加入が承認された。

渡邊理事より、 9月 2日（金）に第 2回急病センター勤務者研修会を鹿児島市精神保健福祉交流セ

ンター 2F 第 1会議室開催する。また、講師は太田原副会長にお願いしている旨の案内がなされ

た。

⑤北薩地域研修会について

岡野理事より、 11月 12日（土）串木野市医師会立脳神経外科センターにて北薩地域研修会を開催

する。研究発表が 4題でX線撮影研究会とのコラボ企画で講演を予定している旨の案内がなされた。
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⑥診療放射線技師基礎講習「超音波検査」について

藤崎 （拓）理事より、 8月 28日 （日）に基礎講習の超音波を開催する。定員 20名（現在 14名受講

予定）にみたない場合企画中止となる。受講料は会員 3000円ですが、平賀地域理事を中心に、 九

J州の精鋭が集まっているため、 各施設にも参加希望を募っていただきたいとの旨の案内がなされた。

また、統一講習会は 33名の参加者が決定 しています。CTの造影剤投入に制限がかかるため、是非

参加 して欲 しいとの要望が出された。

〇閉会

松本会長よ り全ての議事が終了し、 常務理事会の閉会が宣言された。

以上ですべての審議を終了した。

定款第 38条 2項に沿って、 出席した会長及び監事が記名押印する。

平成 28年 7月 9日

会 長 松本 俊也

監 事 池田睦

議事録作成 渡邊 義治

この議事録は原本と相違ありません

平成 28年 7月 9日

公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

会 長 松本俊也
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（定時総会議事録）

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

第95回 定時総会議事録

・日時：平成 28年 6月 19日 （日） 11:00~12:30

・会場：鹿児島大学医学部保健学科 共通教育棟 6階 インテリ ジェント講義室

総会次第

1・開会の辞

2・会長挨拶

3・資格審査

4・ 議長団選出

5・議事録署名人選出

6・議事

議案第 1号

平成 27年度事業報告に関する件

議案第 2号

平成 27年度決算報告に関する件

議案第 3号

平成 27年度監査報告に関する件

議案第4号

平成 28年度事業計画案に関する件

議案第 5号

平成 28年度収支予算案に関する件

議案第6号

役員補欠選挙に関する件

議案第 7号

その他

7.議長団解任

8.その他

，．閉会の辞
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出席

理事 松本俊也新村栄次島児末治太田原美郎藤崎拓郎松野下直美

中島祐二吉村洋一藤崎誠佐藤洋一藤坂智史西憲文

渡邊義治坂下周一郎 岡野三男 平賀真雄 田畑ー文 野中康博

池田睦 宮寄信事

長
監

議
佐々木雅史床波隆幸

選挙管理委員 永田隆二

・正会員数 481名（平成 28年 6月 19日 現在）

・出席会員数 48名 委任状数 236名 合計 284名

総会開始

1.開会の辞

新村栄次副会長による第 95回定時総会開会の辞が行われた。

2.会長挨拶

松本会長より挨拶。平成 28年 4月から開始の診療放射線技師拡大業務の研修会は全国的に

も順調に進んでいる。また鹿児島県でも来月に開催します。年内にもう 2回ほど予定して

いる。早めの受講をお願します。診療放射線技師の待遇改善、更なる業務拡大のため、次

回の参議院選へ診療放射線技師から国会議員をおくりだしたい。

3.総務理事より正会員数481名（平成 28年 6月 19日現在）のうち 284名（書面表決者 236

名を含む）が出席し総会が成立する旨の報告が行われた。

4. 議長団選出

会場からの立候補はなく、執行部より正議長に鹿児島大学病院の佐々木雅史氏、副議長に

出水郡医師会広域医療センターの床波隆幸氏を推薦し、満場一致で選出された。

議長団登壇

5. 議事録署名人選出

藤坂智史総務理事より公益社団法人移行後の新定款の 31条に則り、議長及び出席した理事

をもって議事録署名人とする説明が行われた。

6. 議事

正議長：議事録署名人を議長及び出席した理事として早速審議に入ります。

時間の関係上、議事議案第 1号から議事議案第 3号まで続けて説明を受けた後、
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質疑応答及び採決にはいりたいと思います。

正議長 ：議事議案第 1号から議事議案第3号まで執行部の説明をお願いします。

議事議案第 1号 平成 27年度事業報告に関する件について

松本俊也会長より平成 27年度事業報告の総括が述べられた。

藤坂智史総務理事より別冊配布した総会資料により事業報告の説明がなされた。

正議長 ：議案第 2号、平成 27年度決算報告に関する件について説明をお願いします。

議事議案第 2号 平成 27年度決算報告について中島祐二財務理事より別冊配布した

総会資料により説明がなされた。

正議長 ：議案第 3号、平成 27年度監査報告に関する件について説明をお願いします。

議事議案第 3号監査報告について池田睦監事、宮寄信監事より別紙配布資料監査結

果について、会務執行は的確に行われている。事業については順調に執行運営されて

いる。会計処理は間違いなく処理されている。その他特に指摘すべき事項は認められ

ないとの報告があった。

議事議案第 1号から議事議案第 3号までの一括質疑応答に入った。

正議長 ：質疑応答に入ります。 なお、発言される方は挙手で所属と名前を名乗ってからお願

いします。会場より質問はないですか？

質疑応答なし

正議長 ：ないよ うですので、採決に入りたいと思います。

採決は挙手にて 反対、 保留、 賛成 の順に行います。

議案第 1号 平成 27年度事業報告対して反対の方の挙手をお願いします。

0名

保留の方の挙手をお願いします。

0名

賛成の方の挙手をお願いします。

全員挙手

賛成の方の挙手多数により議案第 1号 平成27年度事業報告は承認されました。
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副議長 ：議事議案第4号、議事議案第 5号の説明が終わりましたので、

質疑応答に入ります。 なお、発言される方は挙手で所属と名前を名乗ってからお願

いします。

質疑応答なし

副議長 ：質問はないでしょうか。

ないようですので、採決に入りたいと思います。

議案第4号 平成 28年度事業計画案対して反対の方の挙手をお願いします。

0名

保留の方の挙手をお願いします。

0名

賛成の方の挙手をお願いします。

全員挙手

賛成の方の挙手多数により議案第4号 平成 28年度事業計画案は承認されました。

続きまして、議案第 5号 平成 27年度収支予算案対して反対の方の挙手をお願いし

ます。

0名

保留の方の挙手をお願いします。

0名

賛成の方の挙手をお願いします。

全員挙手

賛成の方の挙手多数により議案第 5号 平成 28年度収支予算案は承認されました。

副議長：議案第 6号、役員選挙に関する件について会長より役員選挙規定について説明をお願

いします。

松本俊也会長：理事 2名より辞任の申し出がありました。また、 理事の定員に対して 2名の欠

員がありましたので、放射線技師会役員選挙規程に則り立候補並びに推薦の受付を行

いました。鹿児島県診療放射線技師会定款第 14条第 1項の理事・監事の定数に従い

選挙を行います。詳細は選挙管理員会より説明してもらいます。

副議長：役員選挙について会場からご意見がありますか？

質疑応答なし
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副織長：ないよ うですので選挙管理委員より選挙について報告をお願いします。

選挙管理委員：選挙管理委員長永田隆二です。

公益社団法人鹿児島県放射線技師会役員選挙結果を報告します。

平成 28年 5月 11日付の鹿児島県診療放射線技師会ニュースに平成 28年役員選挙の

告示を掲示しました。辞任 2名を含む定数補充のための選挙であり、定数は 4名であ

った。

平成28年6月 10日午後5時までに立候補・推薦あわせて 3名の届け出がありました。

候補者が役員定数を超えませんでしたので、公益社団法人・鹿児島県診療放射線技師

会の役員選挙規程第 10条の無投票当選に該当しました。よって平成 28年 6月 19日

の第 95回鹿児島県診療放射線技師会定時総会にて 3名を当選者としました。当選者

を届け出順に読み上げます

理事中山龍一浮田啓一郎小磯美奈

以上報告いたします。

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会選挙管理委員会委員長 永田隆二

副議長 ：只今報告がありました、役員選挙に関しましてご意見ありますか。

質疑応答なし

副議長：ないよ うですので採決に入ります。

それでは、定款 29条第 3項に沿って各候補者ごとに決議にはいります。

中山龍一さんの理事当選を承認される方は挙手をお願いいたします。

（採決）

挙手多数により中山龍一さんの当選は承認されました。

浮田啓一郎さんの理事当選を承認される方は挙手をお願いいたします。

（採決）

挙手多数により浮田啓一郎さんの当選は承認されました。

小磯美奈さんの理事当選を承認される方は挙手をお願いいたします。

（採決）

挙手多数により小磯美奈さんの当選は承認されました。

副議長：以上をもちまして、議案第 6号の審議を終了します。
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以上により議事議案第 6号は承認された。

被選任者は即時就任を承諾した。

副議長：続いて議案第 7号の その他 に入ります。

執行部並びに会場からのご意見・提案はないでしょう か。

会場及び執行部よりなし

副議長 ：ないようですので、これで議案第 7号その他を終了します。

7.議長団退席

副議長：以上を持ちまして議案第 1号から議事議案第 7号までの審議を終わり、

私たちの議長の責を退かせて戴きます。会場の皆様のご協力ありがと

うござvヽました。

8. その他

会場及び執行部よりなし

9. 閉会の辞

すべての審議を終え、本総会が終了し、新村栄次副会長により閉会が宣言された。

以上の決議を明確にするため、この議事録を作成し、定款第 31条 2項に沿って、議長及び出席し

た理事が記名押印する。

平成 28年 6月 20日

正義長 佐々木雅史

副議長 床波隆幸

理 事 松本俊也 新村栄次 島児末治
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太田原美郎 藤崎拓郎 松野下直美

中島祐二 藤坂智史 吉村洋一

佐藤洋一 西憲文 藤崎誠

渡邊義治 坂下周一郎

平賀真雄 野中康博

岡野三男

田畑 ー文

議事録作成 藤坂智史

この議事録は原本と相違ありません

平成 28年 6月 20日

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

会 長 松本俊也
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第95回

公益社団法人

鹿児島県診療放射線技師会

定時総会資料

日時：平成 28年 6月 19日 （日） 11:00,.....__,12:30

会場：鹿児島大学医学部保健学科 共通教育棟

6階 インテリジェント講義室

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会
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総会次第

1・開会の辞

2.会長挨拶

3・資格審査

4・議長団選出

5・議事録署名人選出

6.議事

議案第 1号

平成 27年度事業報告に関する件

議案第 2号

平成 27年度決算報告に関する件

議案第 3号

平成 27年度監査報告に関する件

議案第4号

平成 28年度事業計画案に関する件

議案第 5号

平成 28年度収支予算案に関する件

議案第6号

役員補欠選挙に関する件

議案第 7号

その他

7.議長団解任

8 •その他
，．閉会の辞
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平成27年度活動報告

総括

平成 27年度も前年度と同様に本会の目的である会員の職業倫理を高揚する事業と共

に、診療放射線の安全管理に関する知識の普及啓発並びに診療放射線技師の資質の向上

を図り、 地域医療の振興と県民の健康増進に寄与する事業を行った。

平成 27年度は公益社団法人 3年目で新体制になりましたが前年度と同様に公益性の

高い事業を行う事に留意した。

公益事業として、まず、平成 27年 5月 9日から 10日に開催されたリレー・フォー・ラ

イフ・ジャパンかごしまのイベントに、昨年と同様に鹿児島県診療放射線技師会のブー

スを設置して参加した。このイベン トはがん患者さんやサポートする家族と共にがんに

向かう勇気や生きる感動を分かち合うためのイベントで、平成 27年度で 4回目の開催

になる。鹿児島県診療放射線技師会は放射線検査や放射線被ばくに関するパネルの展示

や超音波による骨密度の測定を行った。さらに今回はブースの設置だけではなく 24時

間リレーウォークにも参加し、技師会理事をはじめ地域の会員の協力を仰ぎながら 24

時間のウォークを完遂した。骨密度測定者は 100名を超え鹿児島県診療放射線技師会の

啓発も行えた。2日間の延べ参加者数は前年と同じであり、がん撲滅のイベントと して

大きな成果を挙げ鹿児島県診療放射線技師会と しても貢献できた。

平成 27年 12月 20日にレントゲン週間市民公開講座を開催した。今回もコ ・メディ

カル職種の紹介を行い「病院での医療技術職の仕事について」と題して、医療現場で働く

理学療法士、臨床検査技師、臨床工学技士、診療放射線技師の 4職種と診療放射線技師

の養成機関からとそれぞれの代表者を招いての講演会を鹿児島県内の中学生・ 高校生及

び家族・引率の教諭を対象に行った。参加人員は事前の案内の成果が出たのか研修室い

つばいの状況でした。講演会の質疑応答では将来の職業について活発な質問があり コ・

メデイカルヘの関心の高さが伺えた。この講演会は次年度には形式を変えたものに して

行う予定とした。もう 1つの公益事業の市民健康まつりは前年の台風接近により 中止と

は違って秋の晴天にも恵まれ記録的な骨密度測定希望者で前回の倍近くの数となり、 測

定に忙しい一日になった。

その他、鹿児島県内における診療放射線技師の職業倫理の高揚や知識の向上に関する

研修会、 研究会を行った。フレッシャーズセミナー、 リーダー及びリーダー育成研修会

をそれぞれ 1回ずつ開催した。地域研修会を 6地域にてそれぞれ行ない、南薩地域、 大

隅地域、霧島・姶良地域は年間 2回開催した。また平成 28年 2月 6日に大島地域研修会

において秋季学術大会を同時に開催 し、 「救急撮影について」と題してシンポジウムを

開催した。鹿児島消化器画像研究会を 4回、鹿児島県放射線治療技術研究会を 2回、鹿

児島 CT研究会を 4回、鹿児島乳腺画像研究会を 1回、鹿児島超音波研究会を 3回、少

人数ハンズオンセミナー、鹿児島X線撮影研究会を 2回開催した。
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平成 27年度 九州地域放射線技師研修会を鹿児島県開催として平成 27年 9月 12日

に開催し「我々診療放射線技師がやるべき読影補助について」として九州各地から診療

放射線技師が集まりテーマ討論等を行い活発な質疑が行われた。

第 3回九Jヽ,卜|FRT（女性の集い）をアイムビルで開催した。九州一円から女性技師が集

い日ごろの女性目線での研修会で非常に好評であった。

業務拡大における統一講習会を平成 28年 1月 23・24日に鹿児島大学保健学科研修室

で開催の予定であったが大雪のため講習会を講義中止にする事態となったが残り講義

を2月 13・14日で開催し無事終了することができた。

放射線機器管理士部会、画像情報精度管理士部会がそれぞれ 1回ずつ開催した。その

他、地域保健協力事業は鹿児島市夜間急病センター担当者の研修を3回行った。平成 27

年度の鹿児島県原子力防災訓練は鹿児島県診療放射線技師会から 3班に分けて東出水 ・

河頭中学・吹上公民館それぞれ訓練への積極的な参加を行った。
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平成27年度事業報告

本会創立の目的である、診療放射線学および診

療放射線に関する技術の向上発展ならびに県民保

健の維持発展に寄与するため以下 16の事業を行

った。

l. 生涯学習の推進

安全で質の高い医療の提供を求める県民の負託

に応えるためには、卒後教育が重要である。また、

大きく変化 していく診療放射線技術や社会情勢に

対応すべく生涯学習の推進に努めた。

2. フレッシャーズセミナーの開催

社会人 ・医療人としての心構えや接遇について

の教育を行うとともに、 臨床現場ですぐに役に立

つ医療安全 ・一般撮影・ 気管支解剖等の研修を行

った。

日時：平成 27年 6月 14日 （日）

会場：鹿児島大学医学部 第 4講義室

主催 ：鹿児島県診療放射線技師会

内容 ：エチケッ ト・マナー講座

医療安全講座

基礎講座(X線撮影）

気管支解剖講座

感染対策講座

入会案内

対象：会員および非会員

参加人数： 36名

3. リーダー及びリーダー育成研修会

放射線部門のリーダーとして、いかにして優秀

な人材を育てていくか、どのように行動すること

が県民や病院に貢献できるか等の研修会を開催す

る。また、次代を担 うリーダーの育成に

努めるとともに施設間の情報の交換を行った。

日時： 平成 27年 7月 18日 （土）

会場 ：鹿児島大学医学部 第 2臨床実習室

主催 ：鹿児島県診療放射線技師会

内容 ：「管理職に求められるコミュニケーション」

対象：会員

参加人数： 40名

4. レン トゲン週間に放射線展ならびに市民公開

講座の開催

日本放射線技師会が推進する『国民から見える

職業へ』・ 『期待に応える専門職種として』のスロ

ーガンを達成するために、県民と直に接し、放射

線技師の業務等を紹介するため、当会独自のイベ

ントを開催する。また、市民公開講座や無料検診

を行うことにより、より公益性を高める。

日時：平成 27年 12月 20日 （日）

会場：鹿児島県民交流センター

主催 ：鹿児島県診療放射線技師会

内容： 「病院での医療技術系職種の仕事について」

対象：一般市民、 学生、会員、非会員

参加人数： 52名

5.特別企画の実施

第 94回総会時に特別講演を行なった。

日時：平成 27年 6月 21日 （日）

会場 ：鹿児島大学医学部保健学科 講義棟6F イ

ンテ リジェン ト講義室

主催 ：鹿児島県診療放射線技師会

内容 ：「芸術と数学と私」

対象：会員および非会員

参加人数 ：60名

6. 地域研修会の実施

6地域（鹿児島地域、南薩地域、北薩地域、 霧

島・姶良地域、大隅地域、大島地域）研修会を地

域理事の企画において開催する。また、開催の規

模や頻度に応じた助成を行った。

鹿児島地域

第 15回鹿児島地域研修会

日時 ：平成 27年 8月 7日 （金）
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会場：鹿児島大学病院臨床第二実習室

対象：会員、非会員

参加人数： 35名（非会員 l名）

南薩地域

第 31回南薩地域研修会

日時 ：平成 27年 9月 19日 （土）

会場：ウエルフェア九州病院

対象：会員および非会員

参加： 46名（うち非会員 24名）

第 32回南薩地域研修会

日時：平成 28年 2月 27日 （土）

会場：かわなべ寿光苑

対象：会員および非会員

参加： 33名（うち非会員 14名）

北薩地域

第 24回北薩地域研修会

日時：平成 27年 11月 14日 （土）

会場：医療法人栄和会 寺田病院

対象：会員及び非会員

参加人数： 55名（うち非会員 18名）

霧島・姶良地域

霧島・姶良地域研修会

日時：平成 27年 7月 25日 （土）

会場：国立病院機構 南九9州病院

対象：会員及び非会員

参加人数 ：出席者 34名（うち非会員8名）

霧島・姶良地域研修会

日時 ：平成 28年 1月 30日 （土）

会場：霧島市立医師会医療センター

対象：会員及び非会員

参加人数：出席者 21名（うち非会員4名）

大隅地域

第 37回大隅地域研修会

日時：平成 27年 8月 8日 （土）

会場：大隅鹿屋病院

対象：会員及び非会員

参加人数： 35名（非会員 14名）

第 38回大隅地域研修会

日時：平成 28年 2月 20日 （士）

会場 ：鹿屋医療センター

対象：会員及び非会員

参加人数 ：38名（うち非会員 9名）

大島地域

大島地域研修会（秋季学術大会合同開催）

日時：平成 28年 2月 6日 （土）

会場：県立大島病院救命センター研修ホール

対象：会員及び非会員

参加人数 ：27名（うち非会員 6名）

7.秋季学術大会の実施

平成 27年度鹿児島県放射線技師会秋季学術大会

日時：平成 28年 2月 6日 （上）

会場：県立大島病院救命センター研修ホール

対象：会員及び非会員

参加人数 ：27名（うち非会員 6名）

8.各研究会の実施

鹿児島消化器画像研究会、 鹿児島放射線治療研

究会、鹿児島 CT研究会、 MR研究会、鹿児島乳腺

画像研究会、鹿児島超音波研究会、鹿児島 X線研

究会を鹿児島県診療放射線技師会の事業とし、研

究会の充実を図るとともに非会員に対して入会の

勧誘を積極的に行う。また、各研究会の活動が充

実していくための助成を行った。
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鹿児島消化器画像研究会

第 50回鹿児島消化器画像研究会

日時：平成 27年 4月 22日 （水）

会場 ：厚生連病院

対象：会員および非会員

参加人数 ：60名

（会員： 40名非会員 14名 メーカー6名）

第 51回鹿児島消化器画像研究会

日時：平成 27年 7月 11日 （士）

会場 ：南風病院 ANNEX-I 

対象：会員および非会員

参加人数： 53名

（会員 39名非会員 8名 メーカー6名）

第 52回鹿児島消化器画像研究会

日時：平成 27年 10月 21日（水）

場所会場：厚生連病院

対象：会員および非会員

参加人数 ：36名

（会員 30名非会員 4名 メーカー2名）

第 53回鹿児島消化器画像研究会

日時 ：平成 28年 1月 16日 （土）

会場：南風病院 ANNEX-I 

対象：会員および非会員

参加人数 ：52名

（会員 41名非会員 5名 メーカー6名）

鹿児島県放射線治療技術研究会

第 14回鹿児島県放射線治療技術研究会

日時：平成 27年 7月 11日 （土）

会場： 鹿児島大学病院第 4講義室

対象：会員および非会員

参加者： 46名（うち非会員 9名）

第 15回鹿児島県放射線治療技術研究会

日時：平成 27年 12月 19日 （土）

会場 ： 鹿児島大学病院第 4講義室

対象： 会員および非会員

参加者： 75名（ うち非会員 19名）

鹿児島 CT研究会

第 30回鹿児島 CT研究会

日時 ：平成27年 6月 13日 （土）

会場：鹿児島医療センター 大研修室

対象：会員および非会員

参加人数： 103名（うち非会員 42名）

第 31回鹿児島 CT研究会

日時：平成 27年 8月 19日 （水）

会場 ：鹿児島医療センター 大会議室

対象：会員および非会員

参加人数： 86名（うち非会員 16名）

第 32回鹿児島 CT研究会

日時： 平成 27年 11月 18日 （水）

会場：鹿児島医療センター2階大会議室

対象：会員および非会員

参加者 93名（うち非会員 15名）

第 33回鹿児島 CT研究会

日時 ：平成 28年 2月 18日（水）

場所 ：鹿児島医療センター 2階大会議室

対象：会員および非会員

参加者 95名（うち非会員 21名）

鹿児島乳腺画像研究会

第 3回鹿児島乳腺画像研究会

日時：平成 28年 1月 20日（金）

会場：鹿児島市立病院 多目的ホール

対象：会員および非会員

参加人数 53名（ うち非会員 27名）
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鹿児島超音波研究会

第 7回鹿児島超音波研究会

日時：平成 27年 6月 12日（金）

会場 ：鹿児島厚生連病院

対象：会員および非会員

参加人数 35名（うち非会員 11名）

第 8回鹿児島超音波研究会

日時：平成27年 9月 5日（土）

会場 ：南風病院アネックス I

対象：会員および非会員

参加人数 51名（ うち非会員 16名）

第 9回鹿児島超音波研究会

日時：平成 28年 2月 12日（金）

会場 ：鹿児島厚生連病院

対象：会員および非会員

参加人数 41名（うち非会員 15名）

第 5回少人数ハンズオンセミナー

平成 27年／3/4,..__,6/10 計 10回

参加者 4名（うち非会員 2名）

開催場所霧島市医師会医療センター

鹿児島 X線撮影研究会

第 4回鹿児島 X線撮影研究会

日時：平成 27年 7月 11日（土）

会場：鹿児島大学病院

対象：会員および非会員

参加人数 60名（うち非会員 16名）

第 5回鹿児島 X線撮影研究会

日時：平成 28年 1月 9日（土）

会場 ：鹿児島大学病院

対象：会員および非会員

参加人数 76名（うち非会員 17名）

第 1回鹿児島 X線撮影研究会地域セミナーin大隅

日時： 平成 27年 12月 12日 （土）

会場：大隅鹿屋病院

対象：会員および非会員

参加人数 19名（うち非会員 3名）

9．管理士部会による研修会開催

安全で質の高い医療を提供するためには、放射

線管理 ・機器管理・画像情報管理を適正に行うこ

とが不可欠である。これらの管理は、日々の業務

の中で継続的に実践することが重要である。より

効率的な管理を行ううえで必要な講習会を管理士

部会主催で開催した。

放射線機器管理士部会

日時：平成 28年 3月 26日 （土）

会場： 鹿児島大学病院 第 4講義室

対象 ：会員および非会員

参加者 ：35名（うち非会員 10名）

鹿児島医療画像情報精度管理士部会

日時：平成 27年 1月 16日 （土）

場所：鹿児島市立病院

対象：会員および非会員

参加者 ：51名（うち非会員 12名）

1 0．鹿児島県診療放射線技師 女性の集い

第 4回鹿児島県診療放射線技師 女性の集い

（第 2回FRT九州研修会と同時開催）

平成 27年 8月 1日（土）

鹿児島商工会議所アイムビル

参加者 ：146名（うち非会員 32名）

1 1. ホームページの活用促進

ホームページの更新に伴い内容の充実を図り、

会員、県民に積極的に情報を発信する。また各地

域からも情報発信しやすいシステムを構築する。

随時更新中
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1 2．各種イベン ト等への積極的参加・協力

他関係団体との共催である市民健康まつり 等に

積極的に参加し、他職種との連携を深めるととも

に公益法人としての社会的役割を果たす。

0市民健康まつり

日時：平成 27年 10月 4日 （日）

場所：鹿児島アリーナ

参加技師数 ：15名

骨密度測定者数 ：483名

0リレー・フォー・ライフジャパン参加

日時 ：平成 27年 5月 9日（土）

会場：ドルフィンポート

がん撲滅のイベントである リレー・ フォー・ ライ

フジャパンに 3回目の参加をした。今回もブース

を設置しパネル展示、骨密度測定(149名）を行っ

た。また、 24時間リレー・ウォークにも参加し会

員の協力により リレーを完遂した。

1 3.原子力防災支援

原子力災害時に適正かつ迅速に対応するために

必要な研修に出席する。また、県が開催する原子

力防災訓練に参画し、放射線に関する専門家とし

ての放射線技師の存在を誇示していく 。

（原子力防災訓練）

平成 27年度鹿児島県原子力防災訓練

日時：平成 27年 12月 20日 （日）

内容：一次 ・ニ次スクリーニング、 DMAT

吹上中央公民館 参加人数： 6名

東出水小学校 参加人数4名

河頭中学校 参加人数 3名

1 4.地域保健協力事業

会を開催した。

派遣登録者数： 21名

第 1回夜間急病センター研修会

日時：平成 27年 7月 18日 （土）

場所：鹿児島大学病院 第 2臨床実習室

対象：派遣登録者（会員）

参加人数： 13名

第 2回夜間急病センター研修会

日時： 平成27年 9月 12日 （土）

場所：ホテルパレスイン鹿児島

対象 ：派遣登録者（会員）

参加人数： 12名

第 3回夜間急病センター研修会

日時 ：平成 28年 1月 9日 （土）

場所 ：鹿児島大学病院

対象：派遣登録者（会員）

参加人数 ：16名

1 5. その他の事業

環境測定事業

二川内科胃腸科

実施日 H27年4月

測定者藤崎、島児

博悠会温泉病院

実施日 H27年 4月、 10月

測定者藤崎、小磯、白尾

ふくいわ耳鼻咽喉科クリニック

実施日 H27年 4月、 10月

測定者西郷

鹿児島市医師会より委託を受けた鹿児島市夜間 田上クリニック

救急センター放射線業務に対して、診療放射線技 実施日 H27年 7月、H28年 1月

師を派遣する。業務の安全ならびに質の高い画像 測定者 隈、 西元

情報を提供するために必要な連絡調整会議や研修
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守屋病院

実施日 H27年 7月

測定者藤崎、吉見

出版事業

平成 27年 5月：ニュース 60号発行

平成 27年 9月：第 122号会報発行

平成 28年 2月：第 123号会報発行

組織拡大事業

フレッシャーズセミナー、各地域研修会、各研究

会等にて会員勧誘を実施

関連団体との連携

以下、関連団体と連携し、講習会等を開催した。

日本診療放射線技師会主催講習会

業務拡大に伴う統一講習会開催（鹿児島）

日時：平成 28年 1月 23日・ 2月 14日

場所 ：鹿児島大学医学部

対象：会員

内容 ：講義（視聴）及び技能試験

参加人数 ：30名

九州地域放射線技師会

平成 27年度 九州地域放射線技師会研修会

日時： 平成 27年 9月 12日 （士）

場所 ：ホテルパレスイン鹿児島

対象：会員および非会員

参加人数 ：112名

平成 27年度理事会

第 1回理事会：平成 27年 5月 31日

第 2匝理事会：平成 27年 6月 21日

第 3回理事会：平成 27年 9月 26日

第 4回理事会：平成 28年 3月 27日
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3027公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会
（様式 1-1) 

貸借対照表

平成 28年 3月 31 日 現在

科 目 当 年 度 月ヽ 9 IJ 

I 資産の部
1.流動資産

現金預金 2,824,090 
未収会費

゜末収金負担金

゜流動資産合計 2 824 090 
2. 固定資産
(1) 基本財産
土地 7,900,000 
建物 11, 330, 000 
減価償却累計額 -5 710 320 
基本財産合計 13 519 680 
(2) 特定資産
事務所建替資産 8 175 812 
特定資産合計 8 175 812 
(3) その他固定資産
什器備品 3,362,480 
什器備品減価償却累計額 -2 824 269 
その他の固定資産合計 538 211 
固定資産合計 22 233 703 
資産合計 25 057 793 

II 負債の部
1.流動負債

預り金

゜流動負債合計

゜2. 固定負債
固定負債合計

゜負債合計

゜III 正味財産の部
1. 指定正味財産
指定正味財産合計

゜2.一般正味財産
(2) その他一般正味財産 -4 198 609 
一般正味財産 -4 198 609 
正味財産合計 25 057 793 
負偕杓び正味財産合計 25 057 793 
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.'...  ✓ 

年 度 増 減

2,525,054 299,036 
49,000 -49, 000 
3 500 -3 500 

2 577 554 246 536 

7,900,000 

゜11,330,000 

゜-5 302 440 -407 880 
13 927 560 -407 880 

8 167 791 8 021 
8,167 791 8 021 

3,362,480 

゜-2 252 813 -571 456 
1 109 667 -571 456 
23 205 018 -971 315 
25 782 572 -724 779 

30 630 -30 630 
30 630 -30 630 

゜ ゜30 630 -30 630 

゜ ゜-3 504 460 -694 149 
-3 504 460 -694 149 
25 751 942 -694 149 
25 782 572 -724 779 



公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会
（様式2-1) 

正味財産増減計算書

平成 27年 4月 1日から平成 28年 3月 31 日まで

科 目 当 年 度 月‘’1」 年 度

I 一般正味財産増減の部
1.経常増減の部
(1)経常収益
基本財産運用益

゜ ゜特定資産運用益

゜ ゜受取入会金

゜ ゜受取会費 3,024,000 2,989,000 
正会員会費 3,024,000 2,989,000 
事業収益 882,500 645,500 
研修会会費 109, 500 105,500 
広告 360,000 360,000 
環境測定事業 413,000 180,000 
業務委託翡 71,600 72,400 
日本放射線技師会業務委託 71,600 72,400 
受取負担金 508,800 505,500 
受取負担金 216,000 213,500 
市医師会負担金 292,800 292,000 
受取寄付金

゜ ゜雑収益 339,761 803,969 
受取利息 268 317 
雑収益 339 493 803 652 

経常収益計 4 826 661 5 016 369 

(2)経常費用
事業費 3,986,856 4,653,946 
旅費交通費 591, 900 783,810 
通信運搬費 180,751 174,794 
消耗品費 18,016 864 
印刷製本費 596,496 582,480 
光熱水料費 75,250 63,852 
賃借料 404,430 359,030 
保険料 43,528 43,528 
諸謝金 959,085 998,000 
租税公課 30,420 33,000 
減価償却費 807,162 826,043 
雑費 279,818 788,545 
管理費 1,533,954 2,200,050 
会議費 106,923 89, 171 
旅費交通費 284,400 364,600 
通信運搬費 73,495 59,818 
消耗品費 13,715 24,663 
印刷製本費 59,400 303,132 
光熱水料贄 84,574 98,716 
賃借料 7,000 210,960 
保険料 29,018 29,018 
諸謝金 366,294 364,000 
租税公課 41,280 43,000 
支払負担金 221,000 226,500 
減価償却費 172,174 180,312 
雑費 74 681 206 160 

経常費用計 5 520 810 6 853 996 
評価損益調整前経常増減額 -694 149 -1 837 627 
基本財産評価損益等

゜ ゜栂特資定有資価産評証価券評損価益等損益等 ゜ ゜゜ ゜-81 -

• I ~ / 

増 減

゜゚
゜35,000 35,000 

237,000 
4,000 

゜233,000 -800 
-800 
3,300 
2,500 
800 

゜-464,208 -49 
-464 159 
-189 708 

-667,090 
-191, 910 
5,957 
17, 152 
14,016 
11, 398 
45,400 

゜-38,915 -2, 580 
-18,881 
-508, 727 
-666, 096 
17,752 
-80, 200 
13,677 
-10,948 
-243, 732 
-14, 142 
-203,960 

゜2,294 -1, 720 
-5, 500 
-8, 138 
-131 479 
-1 333 186 
1 143 478 

゜゚
゜



公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

‘ ’ ・.,

科 目 当 年 度 月‘’lj 年 度 増 減

評価損益等計

゜ ゜ ゜当期経常増減額 -694 149 -1 837 627 1 143 478 

2. 経常外増減の部
(1)経常外収益
固定資産売却益

゜ ゜ ゜固定資産受贈益

゜ ゜ ゜経常外収益計

゜ ゜ ゜(2)経常外費用
固定資産売却損

゜ ゜ ゜固定資産減損損失

゜ ゜ ゜災害損失

゜ ゜ ゜経常外費用計

゜ ゜ ゜当期経常外増減額

゜ ゜ ゜当期一般正味財産増減額 -694 149 -1, 837 627 1 143 478 
一般正味財産増減額 -694 149 -1 837 627 1 143 478 
一般正味財産期首残高 -3、504460 -1 666 833 -1 837 627 
一般正味財産期末残高 -4 198 609 -3 504 460 -694 149 

rr 指定正味財産増減の部
受取補助金等

゜ ゜ ゜受取負担金

゜ ゜ ゜受取寄付金

゜ ゜ ゜固定資産受贈益

゜ ゜ ゜基本財産評価益

゜ ゜ ゜特定資産評価益

゜ ゜ ゜基本財産評価損

゜ ゜ ゜特定資産評価損

゜ ゜ ゜一般正味財産への振替額

゜ ゜ ゜当期指定正味財産増減額

゜ ゜ ゜指定正味財産期首残高

゜ ゜ ゜指定正味財産期末残高

゜ ゜ ゜III 
正味財正産味期財末産残期末高残高

-4 198 609 -3 504 460 -694 149 
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公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

（様式2-3) 

正味財産増減計算書内訳表
平成 27年 4月 1日 から平成 28年 3月 31日 まで

勘定科目 共通 公益目的

I 一般正味財産増減の部
1. 経常増減の部

(1)経常収益

基本財産運用益

゜ ゜特定資産運用益

゜ ゜受取入会金

゜ ゜受取会費

゜
1,814,400 

正会員会贅

゜
1,814,400 

事業収益

゜
882,500 

研修会会費

゜
109,500 

広告

゜
360,000 

環境測定事業

゜
413,000 

業務委託費

゜
71,600 

日本放射線技師会業務委託

゜
71,600 

受取負担金

゜
508,800 

受取負担金

゜
216,000 

市医師会負担金

゜
292,800 

受取寄付金

゜ ゜雑収益

゜
339,761 

受取利息

゜
268 

雑収益

゜
339,493 

経常収益計

゜
3,617,061 

(2)経常費用

事業費

゜
3,986,856 

旅費交通費

゜
591,900 

通信運搬費

゜
180,751 

消耗品費

゜
18,016 

印刷製本費

゜
596,496 

光熱水料費

゜
75,250 

賃借料

゜
404,430 

保険料

゜
43,528 

諸謝金

゜
959,085 

租税公課

゜
30,420 

減価償却費

゜
807,162 

雑費

゜
279,818 

管理費

゜ ゜会諮費

゜ ゜旅費交通費

゜ ゜
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法人会計 合計

゜ ゜゜ ゜゜ ゜1,209,600 3,024,000 

1,209,600 3,024,000 

゜
882,500 

゜
109,500 

゜
360,000 

゜
413,000 

゜
71, 600 

゜
71,600 

゜
508,800 

゜
216,000 

゜
292,800 

゜ ゜゜
339,761 

゜
268 

゜
339,493 

1,209,600 4,826,661 

゜
3,986,856 

゜
591, 900 

゜
180,751 

゜
18,016 

゜
596,496 

゜
75,250 

゜
404,430 

゜
43,528 

゜
959,085 

゜
30,420 

゜
807,162 

゜
279,818 

1, 533, 954 1,533,954 

106,923 106,923 

284,400 284,400 



公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

‘’ '.、

勘定科目 共通 公益目的 法人会計 合計

通信運搬費

゜ ゜
73,495 73,495 

消耗品費

゜ ゜
13, 715 13, 715 

印刷製本費

゜ ゜
59,400 59,400 

光熱水料費

゜ ゜
84,574 84,574 

賃（昔料

゜ ゜
7,000 7,000 

保険料

゜ ゜
29,018 29,018 

諸謝金

゜ ゜
366,294 366,294 

租税公課

゜ ゜
41,280 41,280 

支払負担金

゜ ゜
221,000 221,000 

減価償却費

゜ ゜
172,174 172,174 

雑費

゜ ゜
74,681 74,681 

経常費用計

゜
3,986,856 1,533,954 5,520,810 

評価損益調整前経常増減額

゜
-369, 795 -324, 354 -694, 149 

基本財産評価損益等

゜ ゜ ゜ ゜特定資産評価損益等

゜ ゜ ゜ ゜投資有価証券評価損益等

゜ ゜ ゜ ゜評価損益等計

゜ ゜ ゜ ゜当期経常増減額

゜
-369, 795 -324, 35,1 -694, 149 

2.経常外増減の部
(1)経常外収益
固定資産売却益

゜ ゜ ゜ ゜固定資産受贈益

゜ ゜ ゜ ゜経常外収益計

゜ ゜ ゜ ゜(2)経常外費用

固定資産売却損

゜ ゜ ゜ ゜固定資産減損損失

゜ ゜ ゜ ゜災害損失

゜ ゜ ゜ ゜経常外費用計

゜ ゜ ゜ ゜当期経常外増減額

゜ ゜ ゜ ゜当期一般正味財産増減額

゜
-369, 795 -324, 354 -694, 149 

一般正味財産増減額

゜
-369, 795 -324, 354 -694, 149 

一般正味財産期首残高

゜
-1,465,679 -2, 038, 781 -3, 504,460 

一般正味財産期末残嵩

゜
-1,835,474 -2, 363,135 -4, 198,609 

II 指定正味財産増減の部
受取補助金等

゜ ゜ ゜ ゜受取負担金

゜ ゜ ゜ ゜受取寄付金

゜ ゜ ゜ ゜固定資産受贈益

゜ ゜ ゜ ゜基本財産評価益

゜ ゜ ゜ ゜特定資産評価益

゜ ゜ ゜ ゜

公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

... 

勘定科目 共通 公益目的 法人会計 合計

基本財産評価損

゜ ゜ ゜ ゜特定資産評価損

゜ ゜ ゜ ゜一般正味財産への振替額

゜ ゜ ゜ ゜当期指定正味財産増減額

゜ ゜ ゜ ゜指定正味財産期首残高

゜ ゜ ゜ ゜指定正味財産期末残高

゜ ゜ ゜ ゜Il[ 正味財産期末残高

正味財産期末残高

゜
-1 835 474 -2 363 135 -4 198 609 
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公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

財務諸表に対する注記

1．重要な会計方針

(1) 固定資産の減価償却の方法

定額法によっている。

(2) 消費税等の会計処理

税込方式によっている。

2．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

• I .,、

科 目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

土地 7,900,000 7,900,000 

建物 6,027,560 407,880 5,619,680 
小 計 13,927,560 407,880 13,519,680 

特定資産

事務所建替資産 8, 167, 791 8,021 8, 175, 812 
小 計 8, 167, 791 8,021 8, 175, 812 
合 計 22 095 351 8 021 407 880 21 695 492 

3．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおり である。

. '..  J 

科 目 当期末残高
（うち指定正味財 （うち一般正味財 （うち負債に
産からの充当額） 産からの充当額） 対応する額）

基本財産

土地 7,900,000 ( ） （ 7,900,000) ( ） 
建物 5,619,680 ( ） （ 5,619,680) ( ） 

小 計 13,519,680 ( ） （ 13,519,680) ( ） 
特定資産

事務所建替資産 8, 175, 812 ( ） （ 8, 175, 812) ( ） 

小 計 8, 175, 812 ( ） （ 8, 175, 812) ( ） 

合 計 21 695 492 ( ） （ 21 695 492) ( ） 
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平成 27年度監査報告書

平成28年 5月 15日

公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

会長 松本俊也殿

公益社団法人 鹿児島県診療放、吼技師会

監事 宮寄信冒
監事 池田睦 露

監事両名は、平成27年度の技師会運営に関する監査を技師会事務所に置いて実施し、

協議の上、この監査報告を作成したので以下の通り報告する。

記

1．監査の概要

理事会に出席するほか、会長及び担当理事から技師会運営に関する報告を受け、会務執行、

事業計画及び会計処理について監査した。

2．監査の結果

(1)会務執行

会員の異動状況報告、各種の議事録、文書綴りを閲覧した結果、定款及び総会決議に

違反する事実は認められず的確に処理されていることを認める。

(2)事業について

事業計画に基づき順調に執行運営されていることを認める。

(3)会計処理

収支状況について収支計算書ならびに証拠書類などを審査した結果、不整の連は認め

られず、諸帳簿類の記載ならびに会計処理は間違いなく処理されていることを認める。

(4) その他

特に指摘する事項は認められない。
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平成28年度事業計画

平成 28年度事業計画案の説明を行います。

鹿児島県診療放射線技師会は平成 28年度も公益社団法人して、前年度と同じように公益

社団法人にふさわ しい事業を行います。

リレー・フォー・ライフ・ジャパンかごしまの代わりに開催される「つながる想い inかごし

ま」へ参加し、がん患者さんへの理解とイベントのサポートを行います。同時に診療放射線

技師並びに鹿児島県診療放射線技師会の啓発を行います。

市民健康祭りにおいてブースを設置し放射線被ばくの相談や診療放射線への理解並びに

放射線検査の説明等をパネルで行います。また、超音波骨密度測定器により骨年齢の測定を

行い県民の健康増進に寄与する事業を行います。

市民公開のレントゲン週間イベントを開催します。同時にパネル展示等を行い放射線検査

の説明や放射線被ばく相談にあたります。

特別企画の実施として公益性に富む一般講演会の開催を企画し、専門性以外の知識 ・素養

も身につける予定です。

春季並びに秋季学術大会を春季は鹿児島市で秋季は南薩地域で開催予定です。さらに、フ

レッシャーズセミナー、リーダー及びリーダー育成研修会、その他研修会を開催予定です。

また、各地域研修会並びに研究会、部会及び女性の集い等も昨年同様に開催いたします。

平成 28年度の原子力防災訓練には鹿児島県診療放射線技師会も参加予定です。地域保健

協力事業として引き続き鹿児島市夜間急病センター支援事業を行い、担当者による研修会も

複数回開催予定です。

上記の通り、鹿児島県内の診療放射線技師の職業倫理の高揚と資質の向上並びに鹿児島県

民の健康増進に寄与する事業を行います。平成 28年度も鹿児島県診療放射線技師会活動に

ご理解並びにご協力をよろしくお願いいたします。

本会創立の目的である、診療放射線学および診療放射線に関する技術の向上発展ならびに県

民保健の維持発展に寄与するため以下の事業を行う。

|1．生涯学習の推進I
安全で質の高い医療の提供を求める県民の負託に応えるためには、卒後教育が重要であ

る。また、大きく変化していく診療放射線技術や社会情勢に対応すべく生涯学習の推進

に努める。

|2．フレッシャーズセミナーの開催i
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社会人・医療人としての心構えや接遇についての教育を行うとともに、 臨床現場ですぐ

に役に立つ一般撮影 •CT • MRI等の研修を行 う。

|3． リーダー及びリーダー育成研修会I
放射線部門のリーダーとして、いかにして優秀な人材を育てていくか、どのように行動

することが県民や病院に貢献できるか等の研修会を開催する。また、次代を担うリーダ

ーの育成に努めるとともに施設間の情報の交換を行う。

|4． レントゲン週間に放射線展ならびに市民公開講座の開催I
日本診療放射線技師会が推進する『国民から見える職業へ』・『期待に応える専門職種と

して』のスローガンを達成するために、県民と直に接し、放射線技師の業務等を紹介す

るため、当会独自のイベントを開催する。また、市民公開講座や無料検診を行うことに

より、より公益性を高めていく 。

|5．特別企画の実施1
公益性に富む一般講演会の開催を企画し、知識・素養も身につける。

|6．地域研修会の実施I
6地域（鹿児島地域、南薩地域、北薩地域、霧島・姶良地域、大隅地域、大島地域）

研修会を理事会の企画において開催する。会員、非会員に限らず出席を可能とし、会

員増加の促進を図る。

|7．学術大会の実施I
学術大会は春季と秋季に開催している。春季は鹿児島市開催、秋季は各地域の持ち回

りで企画・開催しているが、平成 28年度は南薩地域で開催する。各地域の持ち回り

で開催することにより、地域間の協力体制の強化を図る。

|8．各研究会の実施I
消化管研究会、放射線治療研究会、 CT研究会、 MR研究会、鹿児島乳腺画像研究会、

鹿児島超音波研究会、鹿児島X線撮影研究会を県の事業とし、研究会の充実を図るとと

もに非会員に対して入会の勧誘を積極的に行う。また、各研究会の活動が充実していく

ための助成を行い、 CT研究会、 MRI研究会に関しては各地域でも開催できるよ う企

画する。

|9．管理士部会による研修会開催I
安全で質の衛い医療を提供するためには、放射線管理・機器管理・画像情報管理を適
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正に行うことが不可欠である。これらの管理は、 日々の業務の中で継続的に実践する

ことが重要である。より効率的な管理を行ううえで必要な講習会を管理士部会主催で

開催する。

|1 0．第5回鹿児島さくら RTの集いI

鹿児島県内の女性診療放射線技師が集い研修会を行う。今年度は 5回目の開催予定で

ある。

|1 1．ホームページの活用促進I

ホームページの更新に伴い内容の充実を図り、会員、県民に積極的に情報を発信する。

また各支部からも情報発信しやすいシステムを構築する。また、メールアドレス、フ

ァックス番号を公開し、公益社団法人として一般市民からの問い合わせに応じる体制

作りを考える。

〕各種イベント等への積極的参加・協力I
他関係団体との共催である市民健康まつり等に積極的に参加し、他職種との連携を深

めるとともに公益社団法人と しての社会的役割を果たす。

・「つながる想い inかごしま」に参加。パネル展示、放射線相談、骨密度測定等で協力

予定。

•第 33 回市民健康まつり

今年度は従来通りブースを設定して診療放射線技師会並びに診療放射線技師の啓発

活動を行う。超音波による骨密度測定も予定する。

|1 3．原子力防災支援I
原子力災害時に適正かつ迅速に対応するために必要な研修に出席する。また、 県が開

催する原子力防災訓練に参画し、放射線に関する専門家としての放射線技師の存在を

誇示していく 。

|1 4．地域保健協力事業I
鹿児島市医師会より委託を受けた鹿児島市夜間救急センター放射線業務に対して、診

療放射線技師を派遣する。業務の安全な らびに質の高い画像情報を提供するために必

要な連絡調整会議や研修会を開催する。

|1 5．その他の事業I
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環境測定を放射線管理士部会の組織下に置き、事業の見直しを検

環境測定事業 討する。各施設からの依頼を受け、環境測定を実施するとともに、

放射線施設や機器の安全性に関する指導を行う。

会報を 2回発行するとともに、緊急連絡が必要な場合にはニュー

出版事業
スを発行する。編集委員を設置し内容の充実を図るとともに表紙

デザインの変更を検討する。また、会員からの投稿も積極的に勧

誘し掲載していく 。

組織拡大事業 各種の行事に非会員も参加させ、入会の勧誘を行う。

関連団体との連携
公益社団法人日本診療放射線技師会や関連団体と協力し、歩調を

合わせて進砂ことにより連携を強化していく 。
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公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会
平成28年度収支予算書

平成28年4月1日から平成29年3月31日まで

I．一般正味財産増減の部

1 経常増減の部
前年度予算額 予算額 増減

経常収益 公益目的 法人会計 費用計 公益目的 法人会計 費用計

受取会費 1,923,000 1,282,000 3,205,000 1,797,600 1,1 98,400 2,996,000 △ 209,000 

正会員会費 1,911,000 1,274,000 3,185,000 1,797,600 1,198,400 2,996,000 △ 189,000 

準会員会費 12,000 8,000 20,000 

゜ ゜ ゜
△20,000 

事業収益 770,000 

゜
770,000 930,000 

゜
930,000 160,000 

研修会会費収入 50,000 

゜
50,000 120,000 120,000 70,000 

広告収入 360,000 

゜
360,000 450,000 450,000 90,000 

環境測定事業収入 360,000 

゜
360,000 360,000 360,000 

゜業務委託費 60,000 

゜
60,000 75,000 

゜
75,000 15,000 

日本放射線技師会業務委託既 60,000 

゜
60,000 75,000 

゜
75,000 15,000 

受取負担金 292,000 

゜
292,000 292,000 

゜
292,000 

゜

（単位：円）

備考

JO歳以上除外 428人分／437人

本年度よりなし

研修会・研究会の非会員参加費

15社 X30000円

9月会費完納者数 X200円

市医師会負担金 292,000 

゜
292,000 292,000 

゜
292,000 〇夜間急病センター研修委託費

雑収益 160,000 

゜
160,000 410,000 

゜
410,000 250,000 

受取利息 10,000 

゜
10,000 10,000 

゜
10,000 

゜雑収益 150,000 

゜
150,000 400,000 

゜
400,000 250,000 

3,205,000 1,282,000 4,487,000 3,504,600 1,198,400 4.703,000 216,000 

経常費用 公益目的 法人会計 公益目的 法人会計 増減 備考
事業費会議費

゜ ゜ ゜ ゜ ゜旅費交通費 450,000 450,000 500,000 500,000 50,000 

通信運搬費 250,000 250,000 170,000 170,000 △ 80,000 

消耗什器備品費 200,000 200,000 100,000 100,000 △ 100,000 

消耗品費 120,000 120,000 30,000 30,000 △ 90,000 

修繕費 20,000 20,000 20,000 20,000 

゜印刷製本費 600,000 600,000 550,000 550,000 △ 50,000 

燃料費 20,000 20,000 20,000 20,000 

゜光熱水料費 42,000 42,000 80,000 80,000 38,000 

賃借料 250,000 250,000 300,000 300,000 50,000 

保険料 10,000 10,000 50,000 50,000 40,000 

諸謝金 800,000 800,000 930,000 930,000 130,000 

租税公課 50,000 50,000 50,000 50,000 

゜雑費 150,000 150,000 150,000 150,000 

゜減価償却費 830,000 830,000 830,000 810,000 △ 20,000 

管理費会議費 100,000 100,000 100,000 100,000 

゜旅費交通費 250,000 250,000 200,000 200,000 △ 50,000 

通信運搬費 45,000 45,000 150,000 150,000 105,000 

消耗什器備品費 80,000 80,000 80,000 80,000 

゜消耗品費 40,000 40,000 60,000 60,000 20,000 

修繕費 30,000 30,000 20,000 20,000 △ 10,000 

印刷製本費 100,000 100,000 100,000 100,000 

゜燃料費 20,000 20,000 20,000 20,000 

゜光熱水料費 28,000 28,000 90,000 90,000 62,000 

賃借料 15,000 15,000 150,000 150,000 135,000 

保険料 73,000 73,000 30,000 30,000 △ 43,000 

諸謝金 300,000 300,000 350,000 350,000 50,000 

租税公課 83,000 83,000 45,000 45,000 △ 38,000 

雑費 100,000 100,000 300,000 300,000 200,000 

減価償却費 190,000 190,000 190,000 170,000 △ 20,000 

3,792,000 1,454,000 5,246,000 3,780,000 1,885,000 5,665,000 419,000 
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2 経常外増減の部
評価損益等調整前当期経常増減額 △ 759,000 △ 962,000 △ 203,000 

基本財産評価損益等

゜特定資産評価損益等

゜投資有価証券評価損益等

゜評価損益等計

゜ ゜ ゜当期経常増減額 △ 759,000 △ 962,000 △ 203,000 

゜(1)経常外収益

゜中科目別記載

゜経常外収益計

゜ ゜ ゜(2)経常外費用

゜中科目別記載

゜経常外費用計

゜ ゜ ゜当期経常外増減額

゜ ゜ ゜他会計振替額

゜当期一般正味財産増減額 △ 759,000 △ 962,000 △ 203,000 

一般正味財産期首残高 29,650,000 29,256,000 △ 394,000 

一般正味財産期末残局 28,891,000 28,294,000 △ 597,000 

゜受取補助金等

゜..... 
゜一般正味財産への振替額

゜当期指定正味財産増減額

゜ ゜ ゜指定正味財産期首残高

゜指定正味財産期末残高

゜ ゜ ゜28,891,000 28,294,000 △ 597,000 
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平成28年度4月～7月新入会員

会員番号 氏名 勤務先 地域

63828 丹羽慶彰 鹿児島大学病院 鹿児島

63829 永田 阿由子 米盛病院 鹿児島

63747 高山大史 今村病院分院 鹿児島

63904 寒水諒 大隅鹿屋 鹿屋

63991 田中裕二 加治木整形外科病院 霧島姶良

63990 福留慎也 米盛病院 鹿児島

63989 田辺亮 米盛病院 鹿児島

63988 井上美香 指宿さがら病院 南薩

64148 松崎友香 霧島市立医師会医療センター 霧島姶良

64149 今村正吾

64150 プ て木ノク未日 鹿児島県民総合保健センター 鹿児島

64187 白尾朱梨 鹿児島大学病院 鹿児島

64233 篠原 卓也 アクラス中央病院 鹿児島

64294 前嶋正徳 鹿児島医療センター 鹿児島

64504 鹿島裕太郎 鹿屋医療センター 鹿屋

64505 川上員司 今村病院分院 鹿児島

64506 平山淳一 厚地脳外科 鹿児島

64507 笠野 嗣敏 厚地記念病院 鹿児島

64577 山元清史 厚地脳神経外科病院 鹿児島

64578 佃良平 青雲病院 霧島姶良
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仕事とスポーツ

リオオリンピックで早起きができ目覚めがスムーズになりました。

勉強は大嫌いですがスポーツは見るのもするのも大好きです。

特にボールを扱う競技が好みです。

会員投稿

（医）杏林会丸田病院

岡野三郎

串木野は昔から剣道が盛んであったことから私も誠道館という道場で10歳から始め40歳ぐらい

まで剣道を続けて社会人になっても県市町村対抗大会や試合の審判員とか警察・消防・教員・

学生などと体力作りと昇段のために稽古しました。

しかし、現在勤務する病院と医師会立病院の両方かけもちであったために時間の余裕が無くな

ったことと息子3人が剣道ではなくサッカーを選択したために剣道離れになりました。

技師仲間でも自宅の庭に空手道場を開き指導者の人、少年ソフ トボールの監督しながら高校野

球の息子をもつ人、趣味の領域を超えたゴルフ大道楽先輩、夫婦で登山愛好家、現役の社会人

チームサッカープレーヤーの人など多種多様のスポーツを趣味とか特技にしています。

北薩地域では少年サッカー監督やコーチなど指導者、またはサッカー父兄会や後援会などのサ

ポーターも多いです。

私も子供3人が幼稚園からサッカー三昧だったため長年、後援会長や父兄会長など終えてホッ

としました。

しかし、私の三男坊、亮真が小学時に串木野FC（フットボールクラブ）で友人の赤崎秀平君、

現在は鹿島アン トラーズ在籍(FW• 25歳）の後援会長を串木野FC総監督とOB会などに頼みこまれ

3年が過ぎました。

年始の宮崎キャンプやアン トラーズが大阪、神戸、広島、博多、鳥栖でのアウェー試合などサ

ポーターで忙しい日々です。

若い頃は学会場へ足を運んでましたが、今ではJリーグ戦や天皇杯、ナビスコカップ、キャンプ

地など後援会長として色々な試合会場やイベン ト会場へ足を運びサッカー関係者との触れ合い

が楽しいです。

長男の拓真もガンバ大阪の岩下敬輔 (DF• 30歳、鹿実全国選手権優勝時主将）と小学選抜チー

ムメイ トだったりしたことやユナイテッド鹿児島の友人などサッカー関係者とも交流も増えま

した。

サッカーはマロンドール（世界最優秀選手）のメッシのようにド リブルなどボールさばきが上

手で技術的に高いファンタジスタなプレーが魅力です。 X線撮影や消化管造影検査、超音波検査

などの手技もサッカー同様に装置さばきを上手に撮影技術の魅力を生かせば所見描出など診断

価値の高い画像提供になります。私の知人でサッカーが上手くなりたいために海外サッカーへ

武者修行したのもいます。本物志向になるには上手な人に習う。 師に3年とか言います。

私は約30年前から二人の師匠がいます。消化管透視は消化器X線診断学で世界を リードしてきた

白壁先生の孫弟子のT・ Iさん・・・

超音波検査は超音波装置の開発、 研究に着手された竹原先生を師匠とする愛弟子のS・ 1さんで

す。 有難うございました。お世話になりました。
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誡に申し訳ございませんが、この場をお借りして 2人の師匠にお礼と鹿島アントラーズ赤崎秀

平選手を紹介いたします。

【赤崎秀平選手プロフィール】

高校入学は親元を離れ県立佐賀東高校へ、高校No1ス トライカーと称され、浦和レッズのオフ

ァーを断り筑波大学へ進学する。父（現在は大隅地域の中学校長）の影響で教員を目指してい

たが、大学No1ス トライカーと称された大学4年で鹿島アン トラーズ特別指定選手となり、卒

業時には正式な書面のオファーだけでも鹿島アン トラーズ、浦和レッズ、清水エスパルス、海

外ではロ シアリーグのルビン ・カザンなどオフ ァーの話まで入れると多くのチームからありま

したが、その中でJリーグ発足以来、タイトルの一番多い常勝軍団、 日本代表を多く輩出してい

ることとフ ロントがしつかりしている鹿島アントラーズを選択し入団しました。 （本人の弁）

プレースタイルは相手選手の視野から消えスペースをつくりオフザボールで勝負する動きの質

に自信を持つストライカーで相手DFの裏に動きだしが良くボールを引き出すのが上手です。代

表歴はU-18日本代表、ユニバーシアード日本代表など数多くあり、更なる活躍が期待されま

す。

【代表歴・成績】

•佐賀東高校

全国高校総体3年連続出場（イ ンターハイ）

2009年全国高校総体3位優秀選手

全国高校選手権2年連続出場

2009年全国高校選手権高校No1ス トライカー

東海学園戦ハットトリック

2008~2010 全国高校選手権にて言十10得点10アシスト

2009年 U-18日本代表

2009年天皇杯2試合 1得点

2010年 日本高校選抜選手

・筑波大学

2010年 関東 1部リーグ 1年生で得点王・ベス トイレブン・新人王

2010-----2013年全日本大学選抜選手

2011年 ロンド ン五輪アジア最終予選登録メンバー

2011年 日本大学選抜ユニバーシアード 深訓大会優勝

2011年天皇杯2試合 1得点

2112年 関東1部リーグ慶応大学戦にて 1試合6得点

2112年関東1部リーグ得点王

2012年天皇杯 2試合 2得点

2013年 鹿島アントラーズ特別指定選手（背番号36)

2013年 8月3日］1第19節大宮アルディ ージャ戦にてデビュー
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2013年 天皇杯2試合3得点

• Jリーグ

2014年 鹿島ア ントラーズ入団（背番号18)

クラブ大卒加入者リーグ戦最多得点 (5得点）

2015年 鹿島アントラーズ ヤマザキナビスコカ ップ優勝

ニューヒーロー賞受賞

歴代受賞者 (2014年、宇佐美貴史・ 2013年、齋藤学）

ラブ

レブン

-. 
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mi冒漕置
28年度会費納入に関するお願い

本年も鹿児島県診療放射線技師会においては、引き続き日本診療放射線技師会費との合算請求を

行っており ます。

本年度の会費請求者リストはすでに昨年度末JART宛てに送付済みですが、年度末に会費を納入

された方は行き違いで昨年度分会費が未納扱いになっている可能性がありますことをあらかじめ

ご了承いただきますと共にご不明な点等がございましたらご連絡をお願いいたします。

会費納入は期阪内 (9月末日）までに納入していただきますようお願いいたします。

会費免除に関する規定について

鹿児島県診療放射線技師会では公益法人移行を機に満70歳に達した会員の翌年度以降の会費を

免除することとなっております。

また事務的手続きを簡素化するためにも九州地域放射線技師会費についても同様の方針で対処さ

せていただいております。

漏洩線量測定事業のご案内

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会では、放射線を取扱う専門職として資格を有する団体

の一般社会への利益還元事業と公益事業の一環として、放射線安全管理の啓発を兼ねた環境測

定事業を実施しています。基本的には、該当施設会員と放射線管理士部会からの派遣技師と

2名で実施する予定です。法令で規定してある測定はX線検査室の周囲だけではなく敷地内病室、

居住区域、敷地境界も測定しなければなりません。その測定方法及び測定値の取扱いについて

の説明も致します。また、 測定事業に併せて施設の放射線管理のア ドバイスも行っております。

些細な事でもご相談ください。

料金は、会員がいる施設が、基本料金2万円＋測定料金 1方向 5千円、会員がいない施設は基

本料金4万円、ただし、歯科医院等の場合は、基本料金は 2万円と なっています。2回目以降

継続される場合は、 測定料金が 5% （最大 20％まで）ずつ安くな ります。

測定希望の施設がありましたら、見積等をご提示しますので、

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会事務局 鹿児島大学病院 臨床技術部放射線部門

放射線管理士部会 担当 藤崎まで、 下記電話、メールにてご紹介、お問い合わせ下さい。

四09 9 -2 7 5 -5 6 6 4 i8.'k artgakuj u tu@yahoo.j p 
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、9』・g・埠
リオデジャネイロオリ ンピック、小池東京都知事誕生と大きな出来事が続いています。鹿児

島県においても三反園県知事誕生、観測以来最高気温37.4℃を記録など印象深い年となって

います。技師会活動としては業務拡大に伴う統一講習会が着々と進められ、さらに先日の衆

議院議員選挙において、放射線技師による国政への挑戦がありました。今後、放射線技師が

国政へ足を踏み入れる一歩へ繋がったことと思います。
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理事・監事

役職名 氏名 勤務先施設名 勤務先電話番号

会長 松本俊也 鹿児島大学病院 099-275-5664 

副会長 太田原 美郎 鹿児島市立病院 099-230-7000 

副会長 島児末治 垂水市立医療センター垂水中央病院 0994-32-5111 

表彰理事 太田原美郎 鹿児島市立病院 099-230-7000 

学術理事 藤崎拓郎 鹿児島大学病院 099-275-5664 

学術理事 松野下直美 徳久整形外科 0993-53-4311 

学術理事 藤崎誠 鹿児島共済会南風病院 099-226-9111 

学術理事 浮田啓一郎 今給黎総合病院 099-226-2211 

財務理事 中島祐二 鹿児島大学病院 099-275-5664 

福利厚生理事 西憲文 鹿児島厚生連病院 099-252-2228 

編集・広報理事 吉村洋一 鹿児島市医師会病院 099-254-1125 

組織理事 佐藤洋一 鹿児島市立病院 099-230-7000 

総務理事 渡遣義治 清泉クリニック整形外科 鹿児島 099-223-1936 

総務理事 小磯美奈 鹿児島大学病院 099-275-5664 

総務理事 藤坂智史 鹿児島大学病院 099-275-5664 

鹿児島地域理事 坂下固一郎 鹿児島大学病院 099-275-5664 

北薩地域理事 岡野 三男 丸田病院 0996-32-2263 

霧島・姶良地域理事 平賀真雄 霧島市立医師会医療センター 0995-42-1171 

大隅地域理事 島児末治 垂水市立医療センター垂水中央病院 0994-32-5211 

大島地域理事 中山龍一 鹿児島県立大島病院 0997-52-3611 

南薩地域理事 野中康博 医療法人菊野会 菊野病院 0993-56-1135 

監事 池田睦 医療法人南和会 白坂病院 099-255-3161 

監事 宮寄信
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日付 内容 場所

2015 06 06 日本診療放射線技師会総会 東京

20150621 鹿児島県診療放射線学術大会 大学病院保健学科

07 04から0705 日本核医学技術学会地方会熊本大会 国際交流会館

20150711から0712 新任会長会議 東京・AP浜松町

20150708 FRT開催会場変更のため医療センター 鹿児島医療センター

2015 07 18 リーダー研修会 臨床講義室

2015 07 25 霧島地域研修会 南九州病院研修室

20150801 第二回FRT九州 アイムビル 4F

20150805 鹿児島市民健康祭り打ち合わせ 医師会館

20150807 鹿児島地域研修会 第2臨床講義室

2015 08 08 大隅地区研修会 大隅鹿屋病院

2015 08 20 坂元事務所当番 坂元事務所

2015 09 08 第2回常務理事会 坂元事務所

2015 09 11 九州地域放射線技師研修会打ち合わせ 大学病院

2015 09 12 平成27年度九州地域放射線技師研修会 パレスインホテル

2015 09 19 南薩地域研修会 九州ウエルフエア

2015 09 26 第2回理事会 ホテルタイセイアネックス会議室

2015 10 4 鹿児島市民健康祭り アリーナ

20151031から20151101 第10回九州放射線医療技術学術大会 宮崎観光ホテル

2015 11 5 レントゲン展プログラム掲示依頼 市立図書館・黎明館・県立図書館

2015 1110 第3回常務理事会 坂元事務所

2015 11 14 第24回北薩地域研修会 寺田病院

2015 11 20から20151123 第31回日本診療放射線技師学術大会 国立京都国際会館

20151127 業務提携書類発送 鹿児島大学病院

2015 12 3 原子力防災訓練打ち合わせ 吹上中央公民館

21051212 原子力防災訓練用備品配達 出水総合医療センター

20151220 レントゲン展 県民交流センター

201512 27 坂元事務所大掃除 坂元事務所

20160109 第5回鹿児島X線撮影研究会 鹿児島大学病院

20160116 第32回鹿児島核医学技術検討会 Nプラザ

20160118 経営勉強会 市立病院

201601 24 業務拡大による統一講習会 鹿児島大学病院

201601 26 市民健康まつり 医師会館

201601 30 霧島・姶良地域研修会 霧島医療センター

2016 02 06から20160207 大島地域研修会・秋季大会 県立大島病院

20160211 中間監査 坂元事務所

2016 02 13から201602 14 九州地域会長会議 佐賀 東横ホテル

20160216 第4回常務理事会 坂元事務所

2016 02 24 坂元事務所当番 坂元事務所

2016 03 04 入会説明会 鹿児島医療専門学校

20160325 あぜもとしょうごを囲む会 福岡ビッツ5

20160326 平成27年度機器管理部会研修会 鹿児島大学病院臨床実習室

20160327 合同理事会あぜもと彰吾応援説明会 鹿児島大学病院臨床実習室

20160406 第1回 第12回学術大会準備委員会 鹿児島大学病院放射線部研修室

2016 04 13 つながる想い事務局代表者挨拶 鹿児島大学病院

20160514 つながる想いin鹿児島 鹿児島市立病院

2016 05 15 監査 坂元事務所

2016 05 22 フレッシャーズセミナー 鹿児島大学病院臨床実習室

2016 05 28 さくらRT 南風病院

2016 06 10 代議員研修会 東京

2016 06 11 代議委員会 日経ビル 3F

2016 06 19 鹿児島県診療放射線技師会総会・学術大会第1回理事会 鹿児島大学病院インテリジェント室

2016 07 02 九州心臓核医学研究会 福岡・博多

2016 07 09 リーダー研修会 • 第2回理事会 アネックスホテル

20160716カヽら20160717 第14回全国X線撮影技術読影研究会 米盛病院

2016 07 23 九州核医学技術学会総会 •PET研究会 福岡・博多交通センタービル

2016 07 26 市民健康まつり実行委員会 医師会館

20160730 九州FRT 佐賀
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広告掲載一覧（順不同）

会社名 郵便番号 住 所

東洋メディック株式会社 福岡支店 812-0007 
福岡県福岡市博多区東比恵2-2-40
コロナ福岡ビル4F

バイエル薬品株式会社 892-0847 
鹿児島市西千石町11-25

鹿児島フコク生命高見馬場ビル2F

富士フィルムRIファーマ株式会社 福岡支店 812-0018 
福岡市博多区住吉三丁目 1番1号
富士フィルム福岡ビル

株式会社メディソンアコマ西日本販売 812-0065 福岡市東区二又瀬新町 13番17号

GEヘルスケアジャパン株式会社 鹿児島営業所 890-0062 
鹿児島県鹿児島市与次郎2丁目 4-35 

KSC鴨池ビル3F

株式会社 日立製作所 841-9111 佐賀県鳥栖市藤木町4-5

南九州電子サービス株式会社 鹿児島営業所 890-0063 鹿児島市鴨池 2丁目 15-2

株式会社舞研 891-0115 鹿児島市東開町4番94号

日本メジフィジックス株式会社 鹿児島営業所 892-0842 
鹿児島市東千石町2番1号
（芙蓉ビル3F) 

第一三共株式会社鹿児島営業所 892-0847 
鹿児島市西千石町17-3
太陽生命鹿児島第ニビル3F

株式会社ドクターネット 105-0012 
東京都港区芝大門2丁目5-5
住友芝大門ピル12階
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巴TOYOMEDIC

線量計の理想へ。

「RAMTECDuo」誕生。
4
 リファレンス線量計 RAMTECシリーズの

第四世代機，RAMTECDuoが誕生しました。

独立したアンプを2台搭載したRAMTECDuoは，

2Ch同時測定を実現。

高エネルギー放射線の水吸収線量計測において，

外部モニタ電離箱を用いながらの

フィールド電離箱の相互校正に対応する，

まさに理想の線量計です。

｀ 

“̀らり9f ; 

東洋メディック株式会社
本社：〒162-0813東京都新宿区東五軒町2-13

TEL. (03) 3268-0021（代表） FAX (03) 3268-0264 

http://www.toyo-medic.eo.jp/ E-mail info@toyo-medic.co.jp 

大 阪支 店： 〒550-0002大阪府大阪市西区江戸堀1-25-7

TEL. (06) 6441-5741（代表） FAX (06) 6441-5745 

福 岡 支 店 ：〒812-0007福岡県福岡市博多区東比恵2-2-40

TEL. (092) 482-2022（代表） FAX (092) 482-2027 

支店・営業所：名古屋·札幌 ・新潟·仙台 • 岡山

非イオン性MRI用造影剤〈ガドブトロール注射液〉

ガドビスド見兒％．l~~L/10ml
処方箋医薬品（注意ー医師等の処方箋によリ使用すること） I薬価基準収載I

※効能・効果用法・用量， 晋告，禁忌を含む使用上の注意につきましては製品添付文書をご参照ください．

資料請求先

バイエル薬品株式会社
大阪市北区栂田2-4-9〒530-0001
http://www.bayer.eo.jp/byl 2015年12月作成



FUJ~f=ILM 
Value from Innovation 

放射性医薬品・神経内分泌腫瘍診断薬 I薬価基準収載I
処方箋医薬品;;,

オクトレオスキャンR静注用セット
OctreoscanR Injection 
インジウムペンテトレオチド（叫n)注射液調製用

※注意ー医師等の処方箋により使用すること。

＊「禁忌」、「効能・効果」、「用法・用量」、「使用上の注意」等については

添付文書をご参照ください。

製造版売元

富士フイルムRIファーマ株式会社
頁料In求先 ：〒104-0031東京都中央区京ほ2・14-1兼松ピル

ホームページ：httpc//frl.fuJlfilm.co.jp

輪入先： MallinckrodtMedical B.V.（オランダ）

TEL03(5250)2620 

2015年12月作成

侶"‘』
L
 

9
 

9

、.r
 

ー
i
 

ー

奮

持ち運びに最適な

軽量型・組み立て式支持器

PS-12 
回診用X線撮影装置各社FPDシステム対応
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GE Healthcare 

世界で最も、

高齢者の笑顔が

輝いている国へ。
高齢者へのやさしさを追求し、

新たなソリュージョンを開発しています。

高齢社会を見つめた最適な医療の形が、いま求められています。

例えば、自宅と医療が密接につながった安心できる仕組みを。

年齢を重ねることによるリスクを、可能な限り低減できるテクノロジーを。

高齢者が、幸せで輝かしい人生を送れるような、

やさしい医療環境をサポートするだめに、

GEヘルスケアは皆さまとともに歩みつづけます。

Silver to Gold. 
GEヘルスケア・ジャバン

カスタマー・コールセンター 0120-202-021 

healthymagination 

wwwgehe□lthcore.co.Jp 

• GE imagination ot wo「k

安全•安心を世界へ提供。
日立の放射線測定装置
放射能汚染はないか、放射線のレベルはどのくらいか、どれだけ放射線を受けたか、

それらは測定器で見ることができます。目的に応じた、豊富な機器をこ用意しております。

⑤没

奇 悦韮疇謝寺ヰ廿

IGC-8 

庭

Y線測定用

口
―
PDM-122B 

ICS-323C TCS-1172 

JDC-1711/1712 I 

＇ i 
＼ ロ—-r-――’ 
¥.'ぷ

手

詈報携能付

PDM-222VC 

TGS-1468 

咽没玲非浙]

MSR-3000 

、ぐ・心3
ン

.•. 
ヽ
／ 

··•··· 

■: 

X(y)線測定用

HITACHI 
lnspire the Next: 

⑤し＝翁没＝参1o

一デ⇒瞑屯糾マ吼忘老迎ヒ炉

SDM-301C 

シ

PDM-1278 

—~ · ー'‘“-、ヽ—

トレンド1肖報をグラフ化できます。
対応1段種 PDM-222VC.POM-227C. PDM-50 I 

PDM-227C 

誓報椀能付

⑲株式会社日立製作所 www.hitachi.eo.jp/healthcare 
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Radical thinlking required亀
lrmovdl1ve.111tellige11t. lnturl1vt 

確かな技術で

より高い安全性をめざして

医療用リニアック、

治療計画装置をサポートします

＿
 

一_

r
 

南九州電子サービス株式会社
http:L/ www.rnkds.cQ,・ 

宮崎本社 宮崎市広島1丁目 1-1 0 
TEL 0985-29-8371 

鹿児島（営） 鹿児島市鴨池2丁目 15 -2 
TEL 099-253-7397 

l|
 

Sound 
Vis叫

Lighting Art 

株式会社舞豆 耐升；悶贔澁1町4-94
TEL 099-266-2501 FAX 099-266-2601 

www.buken.co.jp 
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medi＋工謬”

資14請求先

1↑日本メジフィジックス株式会社 ;'136-0075東京都江東区新砂3丁目4番10号
弊社ホームページの選租関係者専用情報＂ サイトで
SPECT検査について紹介しています。

I，，品に間するお問い合わせ先If!ili 0120-07-6941 I http://www.nmp.co.jp 2015年3月作成
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非イオン性造影剤
I処方箋医薬品 II薬価基準収載I

ォムニ99゚ーワ
OMNIPAQUE 
※注意ー医師等の処方箋により使用すること

日本薬局方イオヘキソール注射液（バイアル製剤）

オムニパーク300注50mL・lOOmL（尿路血管用）
オムニパーク350注50ml（尿路血管用）
オムニパーク350注100ml（血管用）

イオヘキソール注（バイアル製剤）

オムニバーク240注20ml（尿路血管用）
オムニバーク300注20ml（尿路血管用）
オムニバーク350注20ml（尿路血管用）
オムニバーク180注10ml（脳槽脊髄用）
オムニバーク240注10ml（脳槽脊髄用）
オムニバーク300注10ml（脊髄用）

イオヘキソール注（プラスチックポトル製剤）

オムニバーク140注50mL・220mL（血管用）
オムニパーク240注50mL・lOOmL（尿路血管用）
オムニパーク300注50mL・lOOmL（尿路血管用）
オムニパーク300注150ml（血管用）
オムニパーク350注50ml（尿路血管用）
オムニパーク350注100ml（血管用）

日本薬局方イオヘキソール注射液

オムニパーク240注シリンジ100ml（尿路血管CT用）
オムニパーク300注シリンジ50ml（尿路CT用）
オムニパーク300注シリンジ80mL・lOOmL（尿路血管CT用）
オムニパーク300注シリンジll OmL・ l 25mL・ l 50ml(CT用）
オムニバーク350注シリンジ45mL・70mL・l 00ml（血管 • CT用 ）

＊効能・効果、用法・用量、箸告、禁忌および使用上の注意等の

詳細につきましては、製品添付文書をご参照ください。

ヘu Daiichi-Sankyo 

製造販売元（資料請求先）

第一三共株式会社
東京都中央区日本橋本町3-5-1

2015年9月作成



DOCTOR NET 
いつでもどこでも、福品買な画像診断を．象

FOCUS 

クラウド型 l 
遠隔続影ASPサーピス

'ヽ

クラウド型遠隔読影ASPサーピス［ヴァーチャルラド）

~Virtual-R/ID 
遠隔画像診断支援サーピス ［テレラド］

f)Tele-R/¥D 

ドクターネットの遠隔画像診断
遠隔画像診断を一貫したワークフローで考えるドクターネットなら、場面にあわせて選べます。

株式会社ドクターネット

本社 105-0012束京都港区芝大門2丁目5-5住友芝大門ピル TEL:03-3459-5665 

宇都宮事業所 TEL:028-657-8200／大阪事業所 TEL:06-4862-5018／福岡事業所 TEL:092-409-2760 

www.doctor-net.co.j p 








